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【1】小論 の 課題

　小論 は
， 冷 戦後 に お け るア メ リカ合衆 国 （以 下 ，

「
ア メ リカ」 ，

「
合 衆 国」 な

い し 「米 国」 と略す）の 覇権戦略 の
一 環 と して の

「無頼 （な らず もの ）国家

戦略 rogue 　state 　strategy 」を と りあげ，
こ の 戦略 を主題 とす る代表的な研 究

と 目され る ，
マ イケ ル ・ク レ ア Michael　Klare お よ び ，

ロ バ ー
ト・S・リ トウ ォ

ク Robert　S．　Litwak とい う政治学 者の 著作
1
の うち， 主 として 前 者に 拠 りな

が ら， 冷戦終 結 時前後の ブ ッ シ ュ 政権期 に お け る こ の 政 策 に 独 特 な登場過程
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を明 らか に す る 。 こ の 戦略 は ブ ッ シ ュ 政権期 に その 基本骨格 が 形成 され ， 続

くク リン トン 政権期 に
「
ボ トム

・ア ッ プ ・リビ ュ
ー Bottom−Up 　Review」 の

策定 を通 して完成 され た と見 られ る。 それゆ え ， 小論 が カ バ ー す るの は本 戦

略形成過程 の 前段 に 限 られ る 。 後段 に つ い て は ， 別 誌 に小論 の 姉 妹編 を掲載

す る予定 で い る
2

。

　冷戦以後の 米国安全保 障戦略 で は ， 湾岸戦争 （1990− 1991年）規模の ふ た

つ の MRC （大規模地 域紛 争）で 同時的勝利 を収 め る
「 2MRC 戦 略 」 が 基本

とな っ て きた
。 そ の 前提に は湾岸戦争当時の イラ ク並み に 脅威 とな る国が 想

定 され て お り， こ の 脅威の 対象国を形 容す る用 語が 「無頼漢 な い し無頼 （な

らずもの ）rogue 」 とか
「無法者 outlaw 」 で あ る 。

「法 を顧 み な い （な い し逆

行 的）backlash」 とな じっ た政府高官 もい る 。

　ア メ リカ の 戦略家 か らみ て ， こ れ ら懸念対象国の 軍備 は 多 くの 場合 ， 相 当

数 の 実戦 向 き戦車 ・火 砲 ・作戦用 航 空機 を備 えた ， か な りの 規模 の 陸軍 を擁

す る点で 1990年 以前 の 東 欧諸国に 類似 して い ると想定 された 。 しか も， なか

に は 化学兵器 ・核 兵器 と と もに 弾道 ミサ イル を保有す るか ， それ に 手が 届 く

国々 が あ っ て ， それ らの 国々 を国防総省 は ， 無頼漢 の 諸 国 と その 候補 と して

警戒 して い る 。 それ ぞれ を く表 1 ＞ と 〈表 2 ＞ に 示 して あ る 。

　無頼 国家 とは ，

「ナチ ス
・ドイツ や ス タ

ー リン の ソ連 の よ うな ， 既 存 の 世 界

秩 序 を造 り替 え ， 転覆 しよ うとす軍事大 国で は な く… … 北朝鮮 ， イラ ン
， イ

ラ ク， そ して リビ ア な ど， 国際的に孤 立 した 特 異 なグル
ー プ の 諸 国か ら現 れ

て
… …WMD （大 量破壊兵器 ）の 確保 をは か るか ， 国家政 策 と して対 外 テ ロ を

行使 し ， あ るい は ， 重要地 域 （北東ア ジ アや ペ ル シ ャ 湾岸）で西側 の 権益 に

対す る脅威 となる」 国々 で ある 。 なか で も主要 な標 的国 と 目され て きた の は

北朝鮮 ， イ ラ ン
， イ ラ クで あ り， それ に ，

ブ ッ シ ュ 現政 権 の なか に は ， ラム

ズ フ ェ ル ド国防長 官の よ うに ， 中国 と北朝鮮 を 「最 も深刻 な懸 念 を抱 か せ る

国々 」 と考 えるス タ ッ フ もい る
3

。

　 した が っ て ， 米 国の NMD （本 土 ミサ イル 防衛）も， 米 国が 日本 の 参加 を強
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表 1　 ワ ル シ ャ ワ 条約機 構諸 国 と 第三 世 界有 力諸 国の 軍事 力

（1989〜 90現在 ， 兵 員総 数 の 大 きい 順）

国　　　名 兵 員 総 数 戦　 　　車 火 　 　　砲 作戦用 航空機

北朝鮮 1，040，000 3，200 4，700 650

イラ ク 1，000，  00 5，500 3，500 513

韓 国 650，000 1，560 4
，
00  447

イ
一
フ ン 604，500 500 800 121

パ キス タ ン 520，0GO L750 n ．a ． 451

エ ジ プ ト 448，000 2，425 1
，
260 517

ポー ラン ド 412，000 3，300 2，090 565

台湾 405，500 309 ／
，
375 469

シ リア 404，00  4，050 2
，
000 499

チ ェ コ ス ロ バ キア 199，7GO 4，585 2，100 377
キ ュ

ーバ 180，50  1，100 n．a ． 206

東 ドイ ツ 173，100 3，140 1
，
26  335

ル
ーマ ニ ア 171， 00 3，200 1

，
310 295

イス ラエ ル 141，000 3，794 1，360 574

ブ ノレガ リア 117，500 2，200 830 193
ハ ン ガ り

一 91，00  1，435 866 101

リビア 85，000 1，800 1
，
182 515

参 中国 3，030，0    7，500十 5
，
000

考 イ ン ド 1，265，000 3，400 7 7

資1斗 ：International　Institute　for　Strategic　Studies．　The　Military　Balance　1989
−1990．

出典 ：Table　L 　I　in　Klare
，
　Rogue　States

，
　p．29 を

一
部補強。

く要求 して い る TMD （戦域 ミサ イル 防衛）も
4

， それ を正 当化す る仮想敵戦

略 が
， 問題 の

「無頼 国家戦 略 」 に 深 くか か わ っ て い る 。

　た しか に 2001年 9 月 11 日の 米国中枢 部 に対す るテ ロ 攻撃 の 直後 ，
MD 開

発 で 弾道 ミサ イル に 備 える よ りも， まずは ， ス
ー

ツ ケ ー
ス 爆弾 とか

，
ロ シ ア

か らの 核 物質の 流 出な どの 脅威 に対処 すべ きだ との 強 い 批判 が あ っ た 。

　ハ イジ ャ ッ ク機 を使 っ た同時多発 テ ロ は ， MD が 全 く役 立た な い こ との 証

明 だ との 主張 もあ る 。 しか し， 実 際 の 事 態は 逆方向 に進ん で い る。
ブ ッ シ ュ

大 統 領 は 「MD の 必 要性 を従来 に も増 して 痛感 した 」 とい い
，
　 MD 推進 を

「
テ
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表 2　 第三世 界 の 新興 17軍 事大国　無頼漢の 諸国 （rogue 　countries ） とその 候補

国　 名 核 兵 器 化 学兵器 弾道ミサイル 総 兵 力 重 戦 車 作戦用航空機

イラ ン u ．d， yes yes 473，000700 十 293±

無 イラ ク（93年 ） no
宰

no
事

no
串 382，0002 ，200± ？

頼 リビ ア no yes yes 70，0002 ，
300± 409

漢 北 朝鮮 ud ， yes yes 1，100，0003 ，700 730

シ リア 110 yes yes 408
，0004 ，500 639

中国 yes prob． yes 3，000，0007 ，500十 4 ，970

鉦’h、 エ ジ プ ト no prob ． u ．d． 430，0003 ，167 546

頼 イ ン ド yes prob． yes 1，300，0003 ，40  707

漢 パ キ ス タ ン yes prob． u ，d． 577，000L890 十 393

候 韓国 no prob． yes 633，
00  1，800 445

補 台湾 no prob． yes 442 ，000 309 484

トル コ no no no 480，0004 ，835 539

ア ル ゼ ン チ ン no
”

no no
写 70，800 266 180

そ ブ ラ ジ ル no
畠

no u ．d． 296，700 0庫 曝 326

の キ ユ
ーバ no no no 173，5001 ，575 140

他 イ ン ドネ シ ア no poss ． no 270，900 0騨 80

イ ス ラエ ル yes prob ， yes 176，0003 ，960 662

注 ：prob，一お そ ら く所有 して い る　 poss．一保有の 可能性 あ り　 u ．d．開発 中

　　 ・　 初期 の 開発計画は 湾岸戦争時の desert　storm 作戦 で 止 め られ た

　　 申 ＊ 軽戦車の み を保有　＃初期 の 開発計画が 自発的に 中断 さ れ た

資料 ：Internatienal　Institute　for　Strategic　Studies
，
　The　Military　IEIalance　 1993 −1994 ，　etc ．

出典 ：Table 　5．2　in　Klare，　Rogue　States
，
　p，134．

ロ の 教訓 」 と も位置 づ け た 。 開発 に 消極的 だ っ た 民 主党主導の 議会 も MD を

テ ロ 対 策の
一

環 と して と らえ る こ とで
一

致 し， 02 会計 年度 の 開発 予 算 83億

ドル を満額 で 承認 して い る 。

　昨年 9 月 11 日 の 同時 テ ロ に つ い て ， わ が 国で は 『通産 省 と 日本 の 奇跡』 で

有名 なチ ャ ル マ
ー ズ ・ジ ョ ン ソ ン が 近著 『ア メ リカ帝 国 へ の 報復 』 の な か で

「21世 紀 に は ， 過 去 数 十 年間の 帝国主義の 無謀 な行為 が 原 因で
， 無辜の 人々

が 予期せ ぬ 報復 を受け る こ とに な る」 と警告 して い た こ と を知 る読者は少 な

くな い だ ろ う。 しか る に ， 小 論の 紹 介す るマ イケ ル
・
ク レ ア が

，

厂湾岸戦争 の

真の 教訓 は何か 」をめ ぐり，

「
ハ イテ ク分 野 で 米 国に 太刀打 ち で きない となれ

N 工工
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ば ， 敵 は こ れ に 対 し ，
ゲ リラ戦や テ ロ な ど

『非正 規型 』 の 戦争 に 訴 え るか も

しれ ない
」 こ と を重 く受 け止 め る よう， すで に 1994年の 時点 で 問題提起 して

い た こ とに 留意 するの も無意味 で な い だ ろ う
5
。

　 こ の 分 野 の 先駆 的な研 究者で あ る藤 岡惇 氏に よれば
4

，
プ ッ シ ュ 政 権が MD

開発 に執着する理 由に 以下 の 4 点 が あ る と い う。   宇宙覇権 を軸 に した情報

支 配 が 21世 紀 の ア メ リカの 戦 略 目標 で あ り， 宇 宙覇権防衛 の 第一
段 階 に MD

が位 置付 け られ て い る 。   ア フ ガ ン を舞台 とす る報復 戦 争 も宇 宙 か らの
「
情

報の 傘 」 を最大 限に 活用 して 戦わ れ る こ と。   今後 ， 米 国は テ ロ 戦争の 標的

国 を イ ラ ク等に 拡 大 す る可 能性 が あ り， そ の 場合 ， 敵 ミサ イ ル の 封 殺 に 向け

た MD 開発の 主張 が 重 み を増 す 。   MD に 関連 す る新型宇宙兵 器 の 開発 が
，

米国軍 需産 業， 原子力産業 の 延 命の 命綱 に な りつ つ あ る 。

　 こ の指摘 は検 討 に 値す る 。 そ れ に ， 2001年 9 月 15B に リチ ャ
ー

ド・ア
ー

ミ

テ
ー

ジ国務 副 長 官が 柳井俊二 駐 米 大使 に 告 げ た と い わ れ る
「
シ ョ ウ ・ザ ・フ

ラ ッ グ show 　the　flag」 発 言 も， また ， 2000年 10月に ま とめ られ た米 ・日次

期政 権 の 採 る べ き指針 と して の
，

い わ ゆ る ア
ー

ミ テ
ー

ジ 報告 『米 国 と 日本

一 成 熟 したパ ー
トナ

ー
シ ッ プ に 向 け て 』が ，

「
米 英特別 関係 を米 日 同盟 の モ

デル と見 な し」，

「今や 責任分 担が 権力 の 共有に 進む 時代」 が 来た と指摘 した
6

こ と も， 米 国の 以上 の よ うな宇 宙覇権 戦 略や 東西 ア ジ ア 戦略 の 文脈 に 照 ら し

て受 け止 め る必 要が あ ろ う。

　筆者 は も ともと 日本 資本 主義の 現状分析 を守備 範囲 と して きた が ， こ の 分

野 で は ， ア メ リカ 資本主義の 世 界覇権 と関連 す る 国際権 力関係 を等閑視 す る

か
， あ る い は

， 自身の 考察 を欠 い た 短絡 した対米従属規定 の 受 け 売 りで 済 ま

せ るか で ある場合が 依 然 と して 少 な くない
。 筆 者 は そ うした 状 況 を念頭 に

，

冷戦 後の 日米権 力関係 に つ い て ， 米 国の 対 日通商 ・安保政 策に 則 した 考察 の

必要 を痛感 して きた
。 した が っ て

， 近 い うちに その 方面の 仕事 に 取 り掛 か る

予定 で い るが
， 小論 の

「無頼 国家戦略 」 の 検 討 は ， さ さや か で は あれ， そ う

した 課題 へ の 不可 欠 な助 走 路 と い う意味 もある 。
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　小 論 は ， クレ ア の 著 作全体 の うち， 主 と して ブ ッ シ ュ 政権 まで の
「
無頼 国

家戦 略 」 を扱 っ た 第 1章か ら第 3章 まで と ， 終章 に あ た る 第 7 章 を中心 に ，

クレ ア の 理 解す る当該戦略 の 出 自とその 表舞台へ の 登 場過程 を跡づ け るこ と

に す る 。 その 際 ，
リ トウ ォ クの

『Rogue　States　and 　US ．　Foreign　Policy』

の 所 説 を念頭 に 置 きな が ら， クレ ア の 理 解 の 特徴 を吟 味 して い くが
，

い ずれ

リ トウォ クの 所 説その もの も詳細 に 吟味す る必要が あ り， それに は別稿 が 求

め られ る 。

1
ク レ ア は Michael　Klare

，
　Rogue　State　and 〈Nuclear　Outiaws： ∠4吻 6ガ6爵 Search　for　a

A［ew 　Foreign　PoJ職 Hill　and 　Wang
，
1995．お よび，そ の 邦訳版 （南雲和夫／中村雄

二 訳）『冷戦後 の 米 軍事戦略
一一

新た な敵 を求め て
一

』， か や書房 ，
1998 年刊 を ， リ ト

ウ ォ ク は Robert　S．　Litwak
，
　Rogue　States　and 　U．　S．　Foreign　Policy； Containment　after

the　Cold〃砿 Woodrow 　Wilson　Plaza
，
2000．をみ よ。前者の 日本語版 は こ なれ た 分か

りや す い 邦文 に な っ て お り， 巻末 の 訳者解 説 も理解 の 助 けに なる。 た だ
， どんな優 れた

邦訳書で も往々 に して ニ
ュ ア ン ス その 他で 納得行か な い 箇所が 出て くる の は否め な い

。

それ ゆ え ， 小論 の クレ ア 著の 引用 で は
， 邦訳書が 原著者 の 真意 を必ず しも十分 に汲 み と っ

て い な い と思わ れ る箇所 に つ い て，筆者 の 理解 に従 っ て意訳 を試み た とこ ろ も若干 あ る。

その こ とも含 め て小論 の クレ ア引用 の 多 くは訳文 に 従 っ て い な い こ とを断 っ て お きた

い 。引用 頁の 表示 を原著の それに した理 由 もそ こ に あ る。なお ， クレ アの 新著 に Michael

Klare
，
　Resource　Wars： the　IVew　Landscape　of　Global　Co叨 嬬 ，　Metropolitan　Books ，

2001 （邦 訳書 『資源戦争 』 あ り）が あ る。

　 リ トウ ォ ク の 著作に つ い て は ， も しも事情が 許せ ば 拙訳 に よる 日本語版 の 刊行 を検討

して み た い
。

2
小論 姉妹編 は ， 佐々 木洋

「
ク リン トン 政権 の 『無頼 漢 （な らず もの ）国家戦略』 （上 ・

下）」
『札 幌学院商経論集 』 2002年近刊号所 収 を参照 。

3
　Litwak

，
　Rogue　States，　p．7．， 川上 高司 「対 日政 策の 予測 と分 析」 拓殖大学

『海外事情』

2001．no ．2．67頁。

4
経済理論学会 jspeの ポ ス ト参 照。

5
ク レ ア が ア ン ドリュ

ー ・
ク レ パ ニ ヴ ィ チ 元国務 省職 貝の 指摘 を受けて 述 べ た もの 。

Klare，　Rogne　State，　pp ，92− 93．チ ャ ル マ
ーズ ・

ジ ョ ン ソ ン
「
ア メ リカ 帝国へ の報復』
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（集英社 ， 2000年 ）55 頁 。 Challners　Johnson，　Blowback∫ The　Costs　and 　Consequences

of 　Amen
’
can 　Empire，　Henry 　HQlt　and 　Company

，
　LLC

，
2000

，
　p．33．ジ ョ ン ソ ン

「 9 月

11 日の
『ブ ロ ーバ

ッ ク』」
『軍縮 問題 資料 』 2002，1．No，255 もあわせ て参照 され た い 。

GINSS
　Special　Report

，
　The 　U ．S．　and ∫apan ；Advancing　toward　a　Mature　Partner・

ship
，
．http：／／www ．ndu ．edu ／udu ／SR 　JAPA ．　HTM ．邦訳は

『世 界週報』 2001．1．30号 と

2001．2．5号 に掲載 されて い る。

【II】ク レ ア の 所説 の 特徴

　（1旧 本語版 の 副 題 「新 た な敵 を求 め て 」 が 示 唆す る とお り， クレ ア に よれ

ば ，

「ペ ン タ ゴ ン に と り， 年 間 2
，
500億 ドル もか か る ， も と もとワ ル シ ャ ワ 条

約機構 軍 との 全面戦争 を想 定 して い た 戦 力を ， 冷 戦崩壊後 も維 持す る必 要 を

議会 に受 け容 れ させ るに は ， 第三 世 界 の 覇権諸 国の 挑 戦 こ そ が ア メ リカ の 国

家安全保 障上 で最 大 の 差 し迫 る脅威 で あ る と言 い 張 る以 外 ， お よ そ選 択 の 余

地 が なか っ た 」 （p．213 ：ク レ ア 原著 の 引用 頁 を示 す） とい うア冷 戦後の ア メ

リカの 対外戦略 ，
こ れ が 「無頼 （な らず もの ）国家戦咯 」 で あ る 。

　 ク レ ア は最 終 章 ＝ 第 7 章 「『無頼 漢た ち』 を こ え て 」 に お い て ，

厂無 頼 漢 ド

ク トリン 」は
，

「冷戦直後 に 大急 ぎで策定 され ， 将 来も無期 限に 冷戦期並 み の

軍事費投入 を保証 す る もの で あ っ た 。

… … こ の ドク トリン に 正 当性 を付 与 し

た の が イ ラ クの クウ ェ
ー

ト侵 攻 で あ り… …湾岸戦 争は ，
ハ イテ ク ・資本 集約

型兵力 を好む 軍部の 戦略 的モ デ ル に もな っ た」。 しか し，

「
こ の モ デル が 実 戦

で 再現 す る可 能性 は低 い … … （なぜ な ら）将 来 の 朝鮮戦争 で 実 際に 戦 闘 に 携

わ るの は韓 国軍 で あ っ て 米 軍 で は な い し… …北朝鮮以外の 潜在的 な無頼漢国

家は ， サ ダム ・フ セ イ ン 軍 よ り小規模 か つ 弱体 で
， 米軍 との 正 面衝突 は あ り

え な い 」 。 そ れ に
「
大軍 を もつ 中国や イン ドの 場合 は 砂漠 の 嵐作戦 に 似 た作 戦

で は 容易 に 打 ち 負か す こ と は で きな い 」 か らで あ る と結論す る （pp，204−

205）。

　  した が っ て ， ク レ ア が 懸念 す るの は ，

厂
ア メ リカが 無頼 漢 ドク トリン に 固
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執 し」， ま た ，

「近年 ワ シ ン トン が 第三 世 界 の 無頼漢 た ちを悪魔 と名指 して脅

威 を煽 っ た結果 … …本来 な ら外交 ル
ー

トで 解 決 しうる地 域紛争に まで軍事介

入 して し ま う恐 れ が い よい よ高ま っ た こ と」 で あ る （pp ．206− 207）。 と こ ろ

が ，

「
か く も重 要 な安全保 障戦略 の 変 更 を，

ろ くな論議 もな い ま ま文 民 の 政策

立案者た ちが 受け容 れ て お り… …政 府 当局者 もメ デ ィ ア も学界の 研究者 もほ

とん ど その 含意に 関心 を払 っ て こ なか っ た 」 （p．206）とい う。 果 た せ る か な，

1994年春 に 北 朝鮮核査察 をめ ぐる危機が 頂 点 に 達 した こ ろ
，

厂新 聞や テ レ ビ

の ニ ュ
ー

ス
・・シ ョ ウ は

， 北朝鮮 との 開戦 を予想 した ， 緊急 出動準備 に 関す る

報道 で あふ れ てお り， なか に は北 朝鮮の 核 施 設へ の 先制攻撃 な ど
， 過 激 な手

段 を と る よ うク リン トン 大統領 に 進 言する政策 立案 者 もい た 。 まさに 土 壇場

で
，

ジ ミー ・カ
ー

タ
ー

元 大統領が 平和特使 と して 北朝鮮 の 首都 ・ 平壌 を訪れ

た お か げ で ， か ろ うじて開 戦 へ な だ れ 込む 動 きは 弱 ま り， 交渉 を元の 軌動 に

戻す こ とが で きたの で あ っ た」 （pp．207− 208）。 なお ク レ ア の 当著書脱稿 は ，

「米朝組 み合意」 に漕 ぎつ く同年 10 月の こ とで ある 。

　 ク レ ア に して も，

「
無頼 漢 た ちの 対外行動 が ア メ リカや その 同盟 諸 国に と っ

て正 真正 銘 の 脅威 に な る恐 れ 」は 認 め て い る 。

「だ が
， 無頼漢た ちの 意図に つ

い て 最悪 なケ ー ス を想定 し， また
， 危機 に 際 し性 急 な軍事的対応 に 走 る傾向

が あ る た め ， ア メ リカ が 当該 諸国の 行 為 を慎重 に評価 した り， 外交的 な解決

策 を探 っ た りする道 をみ すみ す閉 ざ して しまい か ね な い
」 （208）。

　（3に うした文脈 か らみ ると， クレ ア の 著 作の 積極 的意義を比較的早 く紹介

した新原 昭治氏 が ， 本 書 を， 軍事専 門家の 多 くが 敬 遠 したテ
ー

マ に つ い て
一

人敢 然 と良心 的 な分 析 を した 結果，

「
書評紙 や 大新聞で 取 り上 げ られ る とき

は ， 決 ま っ て 軍部 筋か らの 猛 烈 な非難 ・攻撃か ， そ うで なけれ ば ， 稀 に だ が
，

目の 利 い た
一

部 の 元 軍人 などか らの 積 極 的評価 か とい う， ま っ た く相 反 す る

扱 い の 対象 に さ れ続け た 」
7
と評 した 事情が 浮か び上 が っ て くるだ ろ う。

　新原 氏の 指摘 は ， 当書 の 裏 カバ ー
に 推薦文 を寄せ た の が ， 現在 ， 左 派 を自

認 す る数少 な い 米 国知 識人 ，
ノー

ム ・チ ョ ム ス キ
ー

で あ るこ とも合 わせ て ，
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本 書の ス タ ン ス を示 唆 して い る 。 す なわ ち ， クレ ア に あっ て は ， 安全保 障戦

略や 外交 戦略 に 影響 を与 える ア メ リカ 政治 思 想 の りベ ラル 派か 現 実 主義 派 か

と い う物 差 しは さほ ど重 要 な意味 が な く， どち らか とい えば ア カ デ ミズム 両

主 流か ら 「
異端視 」 され るか

， 無視 され る存在 とみ て い い だ ろ う。

　 とは い え ， ク レ ア は孤立 して 仕事 を した わけ で は な い
。 本書の 執筆過程 で

彼 は ， 東北部 5 大学 （ア マ
ー

ス ト
，

ハ ン プ シ ャ
ー

，
マ ウ ン ト ・ホ リヨ

ー
ク ，

ス ミス の 各 カ レ ッ ジ とア マ
ー

ス トの マ サ チ ュ
ー セ ッ ツ 大学）の 関係者で 組織

する平和 と世 界安全保 障研究 （PAWSS ）の プ ロ グ ラ ム の 理 事 を務 め た 。 情

報 ・文献 面 で も非営利の 大規模ネ ッ トワ ー クに 依 拠 して お り， と くに 国防総

省お 墨 付 きの 諸資料 をして 語 らせ る手法 に は 説得 性が あ る 。

　 （4惨 考 ま で に ， 別稿 で扱 う リ トウ ォ クの 著作 の ス タン ス に も
一

言 だ け 関説

して お こ う。

　政 治学者 ロ バ ー ト・S ・リ トウ ォ クも， 無頼 国家政 策 を仮借 な く批 判する 。

と くに リ トウ ォ クが 問題 とす るの は ， ア メ リカ の 上 級 政策 立案 者た ちが ， イ

ラ ン
， イ ラ ク ， それ に 北朝鮮 な ど

， 冷 戦後 の 時代 に ， 現実 に は それ ぞれ に 異

な っ た特殊事情 を抱 える国々 を， 常 軌 を逸 した行動 をとる特異 な グル
ー プ の

国々 と して ， 十把 ひ とか らげに 悪魔 呼ば わ りをす るや りか た で は ， 米 国が 世

界 に 公 言 して い る対外政策 の 目的 を達成 で き な い ば か りか
， 欧州 や 日本 の 同

盟 諸国に 重 い 政治的代償 を しわ寄せ す るこ とに もな る とい う懸念で あ る。 彼

の 言 う米 国の 公 言 した対外 政策の 目的 とは ， 冷 戦 後の 国際 シ ス テ ム の なか で

置 き去 りに され た 国々 を， 国際共 同体 の な か に
「
社 会 復帰」 させ る課題 の こ

とで ， その た め に は ， 無頼国家の 接近法 に 代 えて ， 元 国家安全保障問題 担 当

大統 領補 佐官の ズ ビ グ ニ ュ
ー ・ブ レ ジ ン ス キー が 提 唱す る ， 標 的国に 固有 な

内外 の 特殊事情 を十二分 に 考慮 した
，

「よ く識別 した 封 じ込め 」戦 略 を導入 す

る こ とが 肝心 で あ る とい うの が
， リ トウ ォ クの 著 作 の 結論 的主張 で ある

8
。

　 ブ レ ジ ン ス キ
ー

や 元 国務 長 官 ヘ ン リ
ー ・

キ ッ シ ン ジ ャ
ー らの 所 説 を尊重す

る と こ ろに ， 彼 が 現実 主義派の 流れ を汲 ん で い るか に 見える ス タ ン ス が 覗 い
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て い る もの の
， 標 的 とな る対象国の 内部事情 を究 明 しよ うとす る姿勢に は ，

リベ ラル 派 に特徴 的な 問題 意識 も十分 に 見 て とれ る 。 か つ て
， 国家安全保障

会議 で兵器拡散防止 お よび 武器 輸 出規 制 を所管す る現 場の 責任者 を務 め た こ

とが あ り， 現 在 は ウ ッ ドロ ー ・ウ ／ ル ソ ン 国際研 究者セ ン タ
ー

の 国際研 究部

長 の 任 に あ る とい うキ ャ リア か ら も窺 え る よ うに ， リ トウ ォ クは ， ジ ョ
ー ジ ・

ケ ナ ン 以来の 外交理 念 と その 実 際 の 歴 史 を含め ， 安全保障問題 をめ ぐる外 交

関係 レ ベ ル で の 輻輳 した 実 態に よ く通 じて い る強 み も感 じさせ る 。

　 ク レ アの 所 説 との 対 比 で 際立 つ の は ， ふ たつ の MRC を想定 した 冷 戦後の

米軍戦力構成の 必要性 に対す るス タ ン ス の 相 違 で ある 。 こ の 点 ， ク レ ア は そ

うした 想定 の 基礎 に
，

旧 ソ 連 に代 わ る
「
新 た な敵 を求 め て 」 作為的 に構築 さ

れ た無頼 国家戦 略が あ り， イ ラ ク の ク ウ ェ
ー ト侵 攻が こ の 戦 略 を正 当化す る

絶好 の 根拠 とされ もの とみ て ， 結 論 的 に は 米軍 を重武装 の 冷戦規模維 持の 編

成か ら， 危機 管理 的活動 や 平和維 持 ・執行 活動 に 従事 する ， ど ち らか とい え

ば小規模 ・軽武装型の 部 隊 へ の 編成替 え を求め て い る （pp ，229− 230）。 こ れ

に対 し， リ トウ ォ ク もイ ラ ク ， イラン
， 北朝鮮 ， リビ ア な ど を十把 ひ とか ら

げに 悪魔呼 ば わ り して 米軍 の 2MRC 体 制 を堅持 しようとする
「無頼国家戦

略 」 に は 厳 しい 批判を浴びせ るが ，
こ れ ら懸念対象 の 個 々 の 諸 国に 対 し ， そ

れ ぞ れ の 特殊事情 を よ くわ き まえ た ，

「識別 され た封 じ込 め 戦 略 」の 必要 を説

くこ とで ク レ ア とは明 確 に 主張 が 異 な る 。 米軍の 戦力構 成 の あ り方 も， こ れ

らの 諸 国 との 諸関係の 発展 い か ん に 依 存す る とい う立場をと っ て い て ， クレ

ア の よ うな
「小規模 ・軽 武 装 」 の 米 軍像 は 描 い て い ない 。 その 背景 の ひ とつ

に は ， 北朝鮮 に よ る 1998年 の 長 距離 ミサ イル 発射や近年の 台湾海峡の 緊張 と

い う， ク レ ア の 著作刊行後 に 発 生 した 事 態 をど う受 け とめ るか とい う問題 が

あ る 。 ち ょ うど ， イ ラ クの ク ウ ェ
ー ト侵 攻が 無頼 国家政 策 を正 当化 す る絶好

の
「根拠 」 とな っ た よ うに ， テ ポ ドン 騒 ぎや 台湾海峡の 緊張が ミサ イル 防衛

論議 を再 燃 させ る
一

契機 とな っ た こ とは 否め ない
。 こ の MD 論議の 妥 当性 を

見極 め た い とい う意図 が リ トウ ォ クに あ るの だ ろ う。 も うひ とつ に は ， 国際
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的 な拡 散 防止 体制 の 実効 1生に か ん す る評価の 違 い が 絡 ん で い る 。
リ トウォ ク

の 目か らは ， クレ ア らの 多国的協調 主義 へ の 期待 が ナ イー ブ に 映 るの だ と も

考 え られ る 。 こ の 点 で は確 か に ブ レ ジ ン ス キ
ー

の 主張 に 近 い
。

　著作 の メ リッ トに は ， 冷戦後 の 安全保障論 議 をジ ョ
ー ジ ・ケ ナ ン の

「封 じ

込 め 」 戦略 に 始 ま る冷 戦期の 安全保 障論 争の 文脈 と も関連づ けて 展開 して い

る こ と ， 本 書 の 第 II部の 事例研 究編 で イラ ン
，

イ ラ ク ， そ れ に 北 朝鮮 を取 り

上 げ ， 相 当に踏 み 込ん だ 実証研究 を して い るこ と ， 十把 ひ とか らげに 悪魔 呼

ば わ りす る接近 法 を単純 な勧善懲 悪 主義 に嵌 りが ちの ア メ リカ に 独 特な政治

文化 との 関係 も含 め て 説い て い る こ と ， それ に ， 激 烈 な V ト リ ッ ク を もっ て

対外強硬 路線 を煽 る こ とが 政権 の 支持基盤 に 強化 に つ なが る側面 を持つ こ と

の 説明 な ど ，
こ れ らも加 えて よい

。 以上 ， 無頼 国家政 策の 含 意の 検討対 象 に ，

ク レ ア と と もに リ トウォ クの 所説が 欠か せ ない 所 以 で あ る 。

7
新原昭 治

『
ア メ リ カ の 戦略は世 界 をど う描 くか 一 「

な らず者 国家」 論 批判
一

』 新 日本出

版社 ，14 頁。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
，

B
　Litwak

，

　Rogue　States　and 　U．S．　Foreign君o勿 y，　pp．103，252
− 254．

【III】プ ッ シ ュ
＝ パ ウ エ ル の 「新戦略」 形成過程

（1）ワ ル シ ャ ワ 条約機構の 消 滅後 も冷 戦期 並 み の 軍 事力 を維持 しよ うとし

て ， 大量殺戮 兵 器 を弄び ， 地域覇権 を志 向す る軍事 大国 を旧 ソ連 に代 わ る脅

威 と して の 無頼漢 に 見立 て ，
こ れ ら無頼 漢 を封 じ込 め ， 彼 らの 野望を砕 くた

め ，
ふ た つ の 湾岸戦争規模の 大規模 地域 紛 争 MRC で ， ほぼ 同時的に 勝 利す る

に 十分 な戦 力構 成 を堅 持する こ とが ，

「無頼 国家戦略 」の 基本 で あ る とすれ ば ，

ク レ ア に よれ ば ，
こ の 戦 略構想の 成立 過程 に は ふ た つ の 大 きな画期 が あっ た 。

第 1 は ，
ブ ッ シ ュ 　（現大統領 の 父 ）政権下 に ，

コ
ー リン ・パ ウ エ ル 統合参 謀

本 部 議 長 の も とで 策定 さ れ た
「
新戦略 New 　Strategy」 とそ の た た き台 の

「基

N 工工
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盤戦 力 Base　Force」で あ り，第 2 は ク リン トン 政 権発 足 当初 に お け る，
レ ス ・

ア ス ピ ン 国防長 官の も とで の
「ボ トム

・
ア ッ プ ・リビ ュ

ー Bottom−Up　Review

（BUR ）」の 策定 で ，
パ ウ エ ル は軍 トッ プ と して後 者に もか か わ っ て い る （pp．

33− 34，　111− 112）D

　（2）ベ ル リン の 壁 崩壊 の 時点 で ， 米 軍は 212万 強の 現役兵員 （陸 軍 77万弱 ，

海軍 58万 強 ， 空軍 58万 弱， 海兵 隊 20 万弱）か ら な っ て い た。 基 本 の 戦闘部

隊で は
，
18陸 軍師団 ，

14 空母戦 闘軍 ， 25 戦 闘機航 空 団 ， 3海兵 師団 で あ っ た 。

そ の 後 の 戦 力見直 しで ど う変化 した か の
一

覧 を，
〈表 3 ＞に 示 して お い た 。 た

だ し，
こ れ ら戦闘部隊 の ほ か に ， 核 兵器部 隊や ， 兵 站 ・情報 ・通信 な ど広範

囲に わ た る特殊 化 した 隷下の 部隊が あ り， 核 兵器 の 扱 い な どは
，

「基盤戦力」

や 「BUR 」 に お ける見直 しの 対象か らは 外 され て い た 。 さ らに ， こ の 特殊化

した部 隊 を含 め て ，

「それ ぞれ ，
シ ン クタ ン ク， 研 究所 ， 企 業 ， 事業 者団体 の

支援 的なネ ッ トワー ク と結 び つ い て い て
， 冷戦終 結 時に ， こ の 支援網 は 大小

3 万社 の 企業 を含み ， 33万人の 従業員を抱 え， 年間約 1
，
750億 ドル の 軍 需 契

約予算 を分 け合 っ て い た 」 （pp．5 − 6）。

　冷 戦期 を通 じ米国 の 軍事機構 の 任務 は
「相争 う第三 世 界地域 へ の ソ連の 侵

入 を阻 止 しつ つ
， 欧州 で の 侵略 を防 ぐこ とに 全力 を尽 くす こ とあ り」， こ の 任

務 続行の ため ， 議会 は 超党 派 で応 えた 。 議会 は軍事 予算 ば か りで な く，

「平 時

の 徴兵 ， 多 くの 軍事 同盟締結 ， 海外基 地 ・駐 屯地 へ の 数 十 万米 軍部 隊の 駐 留

な ど も認 め た」 （p．4 ）。

　そ れ だ けで ない
。

「冷 戦 は ， 合 衆 国の 軍 と文 民の 戦 略家 に 対 し ， 世 界 を敵 と

味 方に 分 け ， 海外 の 危機 へ の 対処 を決断 し ， また
， 海外 で 繰 り返 す軍 事介入

を正 当化 す る
， そ うした 場合 に役立 つ 認 識装置 と もい うべ き，

い わ ば 心理 的

な地 図 を も提 供 した 」。 こ こ に ，

「
ア メ リカ の 地球 的規模 で の 権 益 に 対す る ど

ん な挑戦 で あれ ， 指 導部 は ， 問題 を米 ソ 競争の 見地か ら定義づ け ， 対応 を決

断」 す るよ うに な る （p．　4 − 5 ）。 まさに ， 米 ソ 軍拡 の 論理 で あ る。

　だ か ら ，

「軍首脳 は ， 自身に さ え正 直 に なれ ない 心境 に あ る として も ， 胸 に
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手をあて る と ， ほ ぼ 半世 紀 ，
い と しい 相手 と張 り合 い の ある共 生 関係 を営 ん

だ仲 symbiotic 　relationship が 蘇 っ て くる 。 ソ 連の 軍事機構 が 力をつ け活気

づ い て くれば
，

それ だ け ア メ リカ も鼓舞 され て 戦力を増 強する… … とい う具

合 で あ っ た の だ 」 （p．5）。

　（3）と こ ろ が
，
1980年代後半 に

，
ゴ ル バ チ ョ フ が ペ レ ス トロ イ カ を開始す る

一
方，

プ ラザ合 意以降の ドル 安に もか か わ らず対外赤字 が拡大 を続け るよ う

に なる と， 軍事 費の 削減 とか
， 産業 イ ン フ ラの 整備 を要求 す る 「平和 の 利益

に 配 当」 をめ ぐる議論 が 高 ま っ て きた。 と くに ， ポ
ー

ル
・ケ ネ デ ；

一 の 『大

国の 興 亡 』 や MIT チー ム の 『Made 　in　America』 が 刊行 され る と
9

，

「
こ れ

らの 主張 は よ り信 憑性 をお びて きた 」。 それ に ロ バ ー ト・
マ クナ マ ラや ロ

ー
レ

ン ス ・コ
ー プ な ど ， 往 年 の 国防総 省 高官 まで が

， 思 い 切 っ た 軍事費の 削減 を

求め る論陣 を張 り始め て ， 議会 の 「ハ ト派」 を後押 した （pp ．8 − 9）。

　そ れ ゆ え ，
ベ ル リン の 壁 の 崩壊 後 ，

「こ れ と い う仮 想敵 もな く， 冷戦 後 を託

せ る よ うな筋の 通 る青 写真 もない まま， 第 2 次大戦後始め て部隊編成 ， 兵器

調達 ， 要員に 及ぶ 未曾有の 削減に 直面す る と， 軍 は意気 阻喪す るば か りだ っ

た 」 。 こ う した 難局 に あ っ て ，

「故 意 に 事実 を直視 し よ うと しな い デ ィ ッ ク
・

チ ェ イニ ー 国防長官」の ように
，

ワ ル シ ャ ワ 条約消滅 後 ，

「
ソ 連の 変わ らぬ拡

張主義の 脅威」 （p．10）を強調 してや まない 軍首脳 もい たが ， 壁崩壊の 直前に

統合参 謀本 部議 長に 就任 した ば か りの コ
ー

リン ・パ ウ エ ル 大将 は 違 っ た 。 軍

ト ッ プ と な っ た パ ウ エ ル は
， 統合参 謀本部の J − 5 （戦略 計画 と政策担当）

部会 を率 い る ジ ョ
ー ジ ・バ トラー 将 軍に ，

「
旧 ソ連 ブ ロ ッ ク以外の 脅威に 焦点

をあて
， 大 規模 な軍備 の 温存 を可 能 に す る新 た な軍事 態勢 の あ り方 を答 申す

る よ う命 じた 」。 命令書 自体 は 公表 さ れ て い な い との こ とだ が ， ク レ ア が 引 く

新 聞報道 に よれ ば ，
パ ウ エ ル は 以下 の よ うに 言 明 した と い う。

「た と え ソ連 が

東 欧か ら引 き揚げて超大 国か ら降 りよ うと ， こ ち らは ドア の 外側 に 『わ が 超

大国は健在 な り』 とい う看板 を懸け て お くべ きだ 」
’°

と。 その た めに は
厂あ ら

ゆ る現代的 な戦闘シ ス テム を備 え た強 力な ハ イテ ク編制」 を維持す る必要 が
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あ り，

「冷戦 の 最盛 期に 展開 され た編 制 よ り小 規模 で あ ろ うと基本構 成 と能力

は 同様 で なけれ ば な らない 」 （p，11） と い うの が パ ウ エ ル の 主張 で あ っ た 。

　実 際，
〈表 3＞が 示す よ うに ， 米 軍 の 兵 員総 数に 関す る限 り，

ベ ル リン の 壁

崩壊か ら 10余年 を経て
，
3分 の 1 強，

80万 人近 くが 削減 され て お り， 削減 幅

の そ れ な りの 大 き さ を確認 して お く必要 が あ る 。 1990年代後半の ア メ リカ経

済の 長期 繁栄 も， それ を推進 した 「IT 革命 」 も， こ うした
「
平和 の 配 当」 と

の 関連を無視 で き ない と考 え られ る 。 た だ し ，
こ の 間 ， 中国人民解放軍 もロ

シ ア 軍 も直 面 した こ とで あるが
， 百万人単位 に も及 ぶ 兵 員 削減 は ， 各国の 軍

機構 お よび 軍産複合体 に と っ て は 未曾 有 の 困難 を伴 う過 程 に ほ か な らな か っ

た 。

　（4）とこ ろで ，

「一 兵卒か ら陸軍 トッ プ に まで 登 りつ め た パ ウ エ ル は ， その 重

み あ る軍歴 ゆ え に ，
ワ シ ン トン の 政策 立案者仲 間か ら も

一
目置か れ て い た 」。

彼 は ， 陸 軍の 位人 身を極め る傍 ら，
レ ー ガ ン 政権期 に 国家安全保 障問題 担 当

大統 領補 佐官や カ ス パ ー ・ワ イン バ ー ガ ー 国防長官の 軍事補佐官 を務め た 経

緯 か ら も，

「誰 も納得 が い き ， 鳥肌の 立 つ よ うな敵の 存在 を示 さな い 限 り， 平

和 の 配 当 を求 め て 軍事費の 削減 を も くろむ 議会 の 『ハ ト派 』 を黙 らせ るの は

容 易 で な い 」 こ とを熟知 して い た （pp．11
，
13）。

　 そ こ に 助 け舟 を 出 した の が
，

「自他共 に 認め る軍部 の 味 方」 の サ ム ・ナ ン 上

院 軍事委員会議長だ っ た
。 彼は ，

「上 院に 予算案 を承 認 して もらい た い の な ら ，

国 防総 省 が ， 将 来の 安全保 障上 の リス クに つ い て よ り現実 味 の あ る評価 を

し」， チ ェ イ ニ
ー

の よ うな米 ソ対決 型 の 発 想 に 固執 しな い よ う警 告 した （p．

14）。 実 は， ナ ン 上 院議貝 を含め ， 高名な議員 た ちは こ の こ ろす で に
， 第三 世

界 の 諸 国へ の 弾道 ミサ イ ル や核 兵 器 の 拡散 に つ い て
， 強い 懸念 を持 つ よ うに

な っ て い た の だ （p．22）。

　 冷 戦期 の カ テ ゴ リー で あ る ， 第
一

世 界 ＝ 先進 資本主義圏 ， 第二 世 界 ＝ 社会

主 義圏 ， 第三 世 界 ＝ 発展途上諸 国の うち ， 旧 ソ連 ブ ロ ッ クを脅威 と認定 で き

な い とすれ ば
， 残 る ふ た つ の 陣営 しか選 択 肢 が な い 。 しか し ， 米 日 間 と米 欧
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問の 経 済摩擦が 激化 す るか ら とい っ て
，

日本や ドイツ とい つ か また敵対 す る

か もしれ な い と公 言 す る政府 当局者 は い なか っ た 。

「
こ う して ペ ン タ ゴ ン は

，

欠席裁判 に よ っ て 第三世 界 の 国々 の なか か ら仮想敵を選 び 出す よ う迫 られ た

の で あ る 」。 問題 は ， ア ン ゴ ラや キ ュ
ー バ や ベ トナ ム が 旧 ソ連帝国 と い う後 ろ

盾 を失 っ た 冷戦後 の 時代 に ， 果 た し て 第三 世 界 に ア メ リカ の 脅威 と断定 で き

るだ けの 仮想敵 を， 実際に特定 で き るか ど うか に か か る 。 と こ ろが
，

「
幸運 な

こ とに ， 1980年代 に は
， 大規模 な軍 備 を もち ， 隣…接す る弱体 な諸 国 を支 配 し

た が る新種 の 地域大 国が 第三 世 界 に登 場 して きた の で あ る」 （pp ．15− 16）。

　  〈表 2 ＞ に掲 げた 無頼 漢 とその 候補 の 諸 国の 信奉 す る政治的 ・経 済的思

想 は様 々 で あ るが ，
こ と大 量 の 現 代兵 器 の 確保 とか

，
WMD の 製造 とか を 目

指す こ とで は共通 して い る 。 こ れ ち軍備 増強 を求め る国に は そ れ な りの 多 く

の 動機 が あ る 。

厂
大国に 仲間入 りした い 欲望 を別 にす れ ば ， 大半 が ， 超 大 国 自

体か
， そ の 同盟 国で すで に 大量殺戮兵器 を保有 して い る 国か らの 脅威 を感 じ

て い た 」。

「朝鮮戦争中や 台 湾海峡 危機 に 際 し， 主敵ア メ リカに核 で 恫 喝 さ れ

た 中国は 1950年代 に核兵器 を開発 し始 め た 」。

「
イ ン ドが その 種 の 兵 器 を持 ち

たが っ た の は ， 当時敵対 して い た 中国の 核 開発 に あ っ た 」 。
パ キス タ ン の 核 開

発 へ の 衝動 もこ の 「 ドミノ効 果」 で 理解 で きよ う （p．178）。

　1980年代 を通 じ， これ ら諸 国の 軍備増 強 は ，
こ れ が 直 ちに 合衆 国 の 脅威 に

な る とは考 えず ， 冷戦期 の 常 と して 厂
む しろ ， 死 活 的な 第三 世 界地 域 で 勢力

拡 大 を はか る先鋒 と見 な され る」 か
， あ るい は 「海外へ の 武器 売却 ・軍事 援

助 計画の もと で の 販売 ・供 与」 の 受入 れ先 として 厚遇 され た 。 か くて ， 米 ソ

に よ る援助 の 結果 ，

厂80 年代 に 第三 世 界 の 新興 大 国の 軍 事 的地 位 は 当初 よ り

は るか に 強力に な っ た 」 に もか か わ らず，

「
もっ ぱ らソ 連 ・東欧 軍の 脅威 しか

眼 中に なか っ た」 国防総省 の 報告 に は こ れ ら諸 国の 軍拡 に ほ とん ど言及 しな

か っ た （pp ．16− 17）11
。

　 しか し， 軍事戦 略家が
，

こ れ ら新興 の 地 域軍事 大国に ろ くに注 意 を払 わ な

い で い た な か で
，
80年代 に入 る と， カ

ー ネ ギー 国際平和基金 ， 軍縮 管理 協会 ，
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ス ト ッ ク ホ ル ム 国際平和研 究所 な ど ， 軍部以 外 の ア ナ リス トや シ ン ク タ ン ク

の 精 力的 な活動の お か げ で ， 第三世 界 諸国へ の 核 ・化 学 ・生物兵器 の
厂水 平

拡 散 horizontal　proliferation（大国に よる垂直拡散 vertical 　proliferation＝

増 産 の 対語 ）」 の 広 が りが 関心 を呼ぶ よ うに な っ た （pp．18− 19）。

　1973〜74 年お よび 1979〜80 年の ふ た つ の 石 油 危機期 を通 して ， 先進 資本

主 義国 は 第 2 次 大戦 後 の 経 済成 長軌道 の 再編 を余儀 な くされ た が ， こ の 過程

で は 同 時に ， 戦後世 界資本主義の
「
南北 問題 」 が 変容 を来 た し， 発展 途 上 国

の なか に は 先進資本主義国の 過剰資本 を積極的に 導入 して ， 輸 出主 導型 の 高

度 経済成長 を実現 す る新興 工 業化諸 国が 登場 す る に 至 り， こ こ に 「南々 問題 」

が 顕在 化 す る ように な る 。

　こ うなれ ば ，
ペ ン タ ゴ ン も 「先端軍事 力の 拡散 問題」 を憂慮せ ざ る をえな

くな り， また ，

「ア メ リカ の 戦 略思考 の なか に も新 しい テ ー マ が 導 入 さ れた 。

す な わ ち ， 必 ず しもソ連 を後 ろ盾す る とは 限 ら な い 第三 世 界の 軍事大 国との

ハ イテ ク全面戦争の 可能性 で あ る」 。 こ こ に ，
レ ー ガ ン 政権が 長期戦 略 を諮 問

した 厂合衆 国長期 戦略委員会 」， ワ シ ン トン の 保 守的 な シ ン クタ ン ク 「国際戦

略問題研 究所 」， それ に 情報機関の 当局者た ちが 相 次 い で 「急激 な経 済的 ・工

業 的成 長 を遂 げ」， それに よ り厂現代 兵器 で 武装す る 第三世 界 の 新興 軍事大 国」

の 懸念 に つ い て 警鐘 を鳴 ら した 。 ナ ン 上 院軍事 委員会 議長 が ， こ れ らの 懸念

を共有 して い た こ とは い うまで もな い （pp．18− 22）。

　小論 で は 兵器拡散 防止 問題 に 踏み 込 む機会 は ない が ， こ の 問題 は ， 武器 ビ

ジ ネス 先 進 国の
「売 る側 の 論理 」も問題 に しない と片 手落 ち で あ ろ う。 ＜表 4 ＞

に 近年 の 武器商戦 の
一

端 を紹介 して お く。

　（6）1989年末 ，
ベ ル リン の 壁崩壊 の 余 韻の なか

，

「ア メ リカ の 安全 を脅か す

確 た る軍事 的脅威 を特定 す るの に 躍起 だ っ た ペ ン タ ゴ ン 」 に は ， 有 難 い こ と

に ，

「
議会が 打 ち鳴 らす警鐘 を， 軍部が 重 く受け止め る とい う貸 しをつ くれ ば ，

逆 に 議会 は大規 模な 軍備の 支 持に 回 っ て くれ そ うな こ とが 分 か っ て きた 」。
つ

ま り，

「
悟 りを開 い た came 　to　the　realization 」 とい うわ け だ。 か つ て は第
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表 4　 最近 の 武器 貿易供給 国 と受領 国 （1994〜96年累計額 ／単位 ＝ 米 国 ドル ）

武　器 　供 　給 　国受入地域

受 入 国
合

計 米 　国 英 　国 ロ シ ア 仏　国 独 　国 中　国

世界 119，56567 ，21016 ，4058 ，4906 ，6754 ，0451 ，970
北 ア フ リカ 990 280 5 300 60 一 15

サ ブサ ハ ラ 1，880 75 55 625 130 一 70

北米 4
，
510 875 960 60 360 320 40

南米 3
，
3701

，
350 210 120 265 100 40

中央 アジ ア 910 80 0 665 一 30 5

中東 44，47522 ，50512 ，9001 ，6553 ，180 220 690

エ ジ プ ト 5 ，6755 ，000 冖 210 130 一 一

イ ラン 1，025 一 一 320 一 一 50 

イス ラエ ル 2
，8652 ，600 一 一 一 150 一

クウ ェ
ー ト 3，4051 ，900 675 750 ｝ 一 一

サ ウジア ラビア 26，58511 ，70011 ，200 一 2，000 60 一

UAE 2，270 800 260 200 750 一 一

東ア ジ ア 25，58015 ，8201 ，8303 ，270 9201 ，335 510

中国 2，565 120 一 2，000 一 一 一

台湾 ．4，  903 ，300 一 一 一 一 一

日本 6，0206 ，000 一 　 一 一 一

韓国 2，605 280 一 740 一 『 　

マ レ
ー

シア 985 110 一 650 一 一 　

イ ン ドネ シア 1，260 300 725 一 一 90 一

シ ン ガ ポー
ル 1，040 140 70 一 440 一 一

タ イ 1，7151 ，
100 一 『 一 一 110

南ア ジア 2，605 280 100 740 440 一 480

東欧 2
，
045 220 20 750 20 75 一

西 欧 24，91020 ，255 270 2651 ，2151 ，
460 　

豪州 4，2852 ，
020 40 一 一 500 一

注 ： （
一
）は 250万 ドル 未満 を示す。た だ し，個別表示 しな い 国 も含む 。

　　韓国の ロ シ ア兵器輪入 は 対 ロ 借款債務 不履行分 の 現物 に よる弁 済。

資料 ：US 　Arms 　Control　Department 　Agency ，　Wortd」Military　Expenditzares　and 　A 　rms 　Transfer
　　（annual ）．

出所 ：USDC
，
　Statistical．舶 s抛 6♂ Of　 the　 United　States　 2000，　 p．364．

備考 ：中東，と くに サ ウ ジ市場 の 巨 大 さが 注 目される。近年ア ジ ア市場 も急拡大 して い る。
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三 世 界 へ の 大 量 殺戮 兵 器 （戦 略 家 は 次 第 に WMD ：weapons 　 of　 mass

destructionの 用 語 を使用 し始 め て い た）の 拡散に 無関心 だ っ た ペ ン タ ゴ ン

は ， 年明け に は ，

「か つ て 共産主義 を， 東西 対決を不可避に する ， 邪 悪 な宇宙

人の イデ オ ロ ギ
ー

と形容 した の と同様 ， 今で は ， 気が つ い た ら もう遅 い ほ ど

狡 猾 に拡散 しつ つ あ る 第三 世 界の WMD を， 米 国 と世 界 に 対 す る脅威 と して

描 くよ うに な っ て い た 」 （pp．22− 23）。

　か くて ， 軍の 計画立 案者に は ，

「凋落 した ソ連 の 代役 とな る… …新 しい タ イ

プ の 敵 ， す な わ ち ， 核 や 化学兵 器 とそれ ら を大 陸間に 飛 ば す手段 を握 っ た 第

三世 界 の 好戦 的勢 力」， あ るい は
「『

第
一

世 界』 の 兵器 で 重武装 した 『第三 世

界 』 の 地域 大 国」 と い っ た イメー ジ が 膨 らん で きた が ， それ で も，
い つ

， ど

の 国が ア メ リカ の 権益 の 脅威 に な るの か ， そ こ まで は 特 定 で きな か っ た 。 現

代兵器 の 保 有の 量的側面 に とは 別 に ， 第三 世 界の 諸国の 政治 的な特 性 の 問題

に も着 目す る 必要が あ っ た か らで あ る （pp．23− 25）。

　 （7）そ れ に は ， ア メ リカ に 特有 な政 治文 化 が 助 け に な っ た 。 ク レ ア は それ を，

「相容 れない 民族や 外 国を悪魔 と して 描 く， 伝 統的 な『悪魔学 demonology』」

と い うの に 対 し， 同 じ含意で ある が ， リ トウォ クは 「国際関係 を善 と悪 との

勧善懲悪の 戦 い と観 る 『悪魔視 な い し悪魔 呼ば わ りdemonization』」 と と ちえ

る
12

。

　壁崩壊 か ら数 ヶ 月 しか 経 た な い 1990年 の 時点 で は ，

「第三 世 界の 諸国に ，

危険の 塊 りとい う印半纏 をお 仕 着せ す るの は 並 大抵 で なか っ た は ずだ 」。 実 際

問題 ，
〈表 2 ＞の 国々 の 多 くは

「米国の 同盟 国か ， そ うで な くて も比較的友好

な軍事大 国 で あ る 。 な るほ ど
， イラ ン

， イラ ク ， リビ ア ，
シ リア ， それ に北

朝鮮 は 非友好 国 と見 な され るに して も， 決 して 合 衆国の 安 全保 障上 の 脅威 で

あ るわけで ない 」。

「
核兵 器の 保 有国が あるに しろ ソ連 の 比 で な く， 海外 に駐

留基地や 海 軍力 を展 開す る国 もない 」。 そ れ に 「
ア メ リカの 価値観 に 真 っ 向か

ら対立 する ，
ソ連型共産 主義の よ うな共 通 イデ オ ロ ギー

に 縛 られ て い た の で

もな い
」 （p．25）。
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　 それ ゆ え ， 新 しい 長期世 界戦略 に 世論 を抱 き込む た め に ペ ン タ ゴ ン は ，

「
最

も非友好 的 な軍事大国 を選 りす ぐり， 当該諸国の 軍事計画が
，

ア メ リカ の 安

全保 障上 の 既 存権益 に 対す る明 白な脅威 に な る とい う構 図 を描 こ うと した 」。

こ の 場合 ，

厂悪魔 学」の 文脈上 で 重要 な こ とは ， 軍 当局者 が
， 第三 世 界 の 軍事

大国の 台頭 に 「旧 ソ 連 を思 わせ る よ うな暴力的で不道徳 な意図」 を観 て ，

「そ

の 悪辣 な意 図 を当該諸国の 指 導部の 責任 に帰 し始め た こ とで あ る 」。 こ うした

プ ロ セ ス で 生 まれ た の が
「無頼 漢 ドク トリン Rogue 　Doctrine」 と もい うべ き

戦略 で あ る 。 すな わ ち ，

「敵対的で （あるい は ， そ う考 え られ る）， 大量殺戮

兵 器 の 確保 をめ ざす 第三世 界の 軍事大 国 を， 世 界秩 序 を壊 して 牛 耳 るこ と を

目論む
『無頼 漢 （な らず もの ）の 国家 rogue 　states 』 とか 『核 の 無法者 nuclear

outlaws 』 と して 特定する もの で あ っ た」 （p．　25− 26）。

　 ア メ リカ の 歴 史 に は ，

「イ ン デ ィ ア ン 戦争期 に 先 住 民 を辱 め た こ とに 始 ま

り， 冷戦期 の 反 共 ヒ ス テ リー に至 る まで
， 相容 れ ない よそ者 を悪 魔呼 ば わ D

して きた長 い 伝 統 が ある丿。

「共産 主義の 脅威」に して も， それ は ，
た ん に

「遠

く北極 海 を越 えて 襲 い 掛か る軍事 的 な挑戦者 とい うだ け で は 済 ま され な い
，

す な わ ち ， あ りとあ らゆ る場面 で ， 公 共 秩 序の 破壊 者 ， 暴動 や 内乱 の 扇動 者 ，

伝統的 なア メ リカ 的価値 に対 す る敵対 者 とい う， お そるべ き諸悪 の 権 化 で あ

るか の よ うに 描か れ 続け た の で あ っ た 」。
い まや 問題 は ，

旧 ソ 連 の 凋 落 か ら，

い さ さか 時代 錯誤 に 見えて きた こ の 悪魔呼 ば わ りを， 第三 世界 で WMD を振

りか ざす新 興軍事大 国 に よ る， 差 し迫 る脅威 を標 的 と した もの と して ， ど う

「新 た な悪 魔学」 を再 構築 す るか に あ っ た （pp ，24− 25）。

　（8）クレ ア の 見 る と こ ろ
，

こ の
厂悪魔学」 の 再構築に あた り， ア メ リカ政府

が 強 く依 拠 した の が
，

レ ー
ガ ン 政権期 に 生 まれ た

厂
国際テ ロ リズ ム 」 の 概念

で あ っ た 。 リ トウ ォ クは ， そ もそ も 「近年 の 無頼 国家政 策の 直接的起源 は ，

1979年 に 輸 出管理 法 に 基づ い て ， 国務長 官が 公 式に 指名 し た国々 を
『
テ ロ リ

ス ト支援 国 リス ト2 に 載せ
， それ を国務 省 が毎年公表 す る よ うに な っ た時点

まで 遡 る」 と して い た 。 こ の
一 歩 は， 米 国が カ

ー
タ

ー
政 権 末 期 か らテ ロ 支援
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国家 に 関心 を強め て い た こ と を示 して お り， リス トの 公 表 は レ
ー

ガ ン 政 権期

も引 き継 が れ た 。

　80年代 も半 ば に なる と，

「政府 当局者 の レ トリ ッ クは劇的変化 を見せ ， 事件

に直接関与 した容疑の あ る テ ロ 組織に 代わ り『
国家支援テ ロ

』， すなわ ち， 敵

対的 な 第三 世 界 諸 国に よ るテ ロ 支 援 に 非難 の 矛 先 を向け始め た 」 （p．26）。

在任 中， 幾度もテ ロ 支援国家を外交問題化 した こ との あ るシ ュ ル ツ 国務長 官

は ，

「
テ ロ 活動 を支 持・後援 する 国家が ， 自らの 戦略 目標 を追求 す るの に ， こ

れ らテ m 事件 を巧み に操作 して い る」 と告発 して い た 。
レ ー ガ ン 大統領 も，

85年 6 月に は ， イ ラ ン
， リビ ア ， 北朝鮮 ， キ ュ

ー バ
， それ に ニ カ ラグア （イ

ラ クや シ リアが 意 図的 に外 され て い る こ とに 留意）を名指 しして ，

厂米 国に 対

す る国際テ ロ を支 援 す る無法 者 の 国家 で あ る 」 と述 べ
， あ るい は ， 海外 で ア

メ リカ市 民を襲うテ ロ リス トの 大部分 は ， ア メ リカ の 外交 目的 を損 なお うと

す る
「無法者 国家」 の 中核部分 に よ り

「訓練 され ， 資金提供 を受 け ， 直接 ・

間接 に操 られ て い る」 と断罪 して い る （p．　26）。 劇 的 な変化 は 言葉 だ け に 終 わ

らなか っ た 。 86年 4 月に は ， 米 国軍 人が 出入 りするベ ル リン の デ ィ ス コ が 爆

破 され る事件が 起 こ る と， こ の 事件が ム ア マ ル ・カ ダ フ ィ 政権の 仕 業だ と し

て ， 米軍用 機が リビ ア の 標 的に 報復攻撃 を敢行 した
13

。

　 しか し， ア メ リカ の 対外政 策に は ， 政治学者ブ ル
ー

ス ・ジ ェ ン トル ソ ン が

い うように
14

， 政治的えこ ひ い きに 囚われ る場合が 少 な くな く，

厂敵の 敵は 味

方 」 と い う論法 で ， 同 じ
厂
罪状 」 に つ い て ， 国ご とに 「判決 」 が 異 な る ケ ー

ス が 見 られ る。 それ は上記の レ
ー

ガ ン 演説が イラ クや シ リア を不 問に付 して

い る と こ ろに 端的に 示 され る 。 した が っ て ，
レ ー ガ ン 演説 を機 に 巻 き起 こ っ

た テ ロ の 性 質や テ ロ 対策 に つ い て の 論争の なか で は ，

「国家支 援 テ ロ 」の 概念

が 「
直接 テ ロ の 関与 した地 下組 織 か ら注意 を逸 らす こ とに な る」 とか

，

「
テ ロ

リス トを匿 っ て も， ワ シ ン トン の 潜在 的 な同盟 国なら見逃 して しま う」 よ う

な ， ダ ブ ル
・
ス タ ン ダー ドの 弊 害 が 指摘 され た 。 しか し，

こ うした 論 難は あ っ

て も （反 国務 省の 国防総省 を支持 す る論議 と して も），

「
有害な反米 的策動に
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関与する 『無法者の 国家』 とい う概 念が政 府の レ トリ ッ クの なか で ご く自然

に 唱 え られ る題 目と して定着する 」 妨げに は な らなか っ た
。

　80 年代 も押 し追 る と政府 の 高官 た ちは ，

「大 量殺戮 兵器 の確保 を狙 う第三

世 界の 軍事 大 国の こ と を， 以前は テ ロ 支援 国家 に 使 っ た名称 で 呼 び指 し始め

た」。
ワ シ ン トン の そ うした標的 の す げ替 え を示す証 言 として 引 き合 い に 出さ

れ るの が
， 当時， 国務 長官 に 指名 され た ば か りの ジ ェ

ー
ム ズ ・ベ ー カー に よ

る上 院外交委員会 で の 証言 で あ る 。

「ハ イテ ク兵器 の 拡散は すで に 危 険な段 階

に 入 り始め ま した 」。 なぜ な ら，

「化 学兵器 の 弾頭 や弾道 ミサ イル が
， 侵 略や

テ ロ 行 為 に手 を汚 した 前科者 の 政権 や徒 党 に 握 られ て い るの です」。 した が っ

て ，

厂
こ の 危険に対処 す るに は拡 散防止 の 断 固 た る活動が 不可 欠で す」と彼 は

陳述 して い る。
べ 一

カ
ー 証言の 時点か らこ の 方， 米 国の 各界指導部 が ，

WMD

で 重武 装する第三 世 界 の 軍事大国を敵 だ と名指 しす る際に ，
い よい よ頻 繁 に

「
無頼漢 （な らずもの ）rogue 」 や

厂無法者 outlaw 」， それ に
「
裏切 り者 rene −

gade 」 の 比 喩 を使 い だ したの で あ っ た （p．27）。

　か くして 90年 に 入 る と， も とも とは
「
ソ 連 崩壊 の 間 に合 わせ に 過 ぎなか っ

た」 は ずの
，

厂無法者の 政 権 」 が 支配 する
厂
無頼国家 」 とい うイ メー

ジ が ， 今

や す っ か り定着 し，

「有力議員 」 や 「ペ ン タ ゴ ン 高官」 の 多くが
「
情勢分 析や

用語 まで 共有す る 」よ うに な っ た 。

「
核兵 器 と第三 世 界指 導者へ の ア メ リカ国

民の 恐怖心 も申 し分 な く浸透 した」。 あ ま りに 順 調 に 進 ん だ の で ，

「
必 要な こ

と とい えぱ ， 開発 した新 ドク トリン の 威力 に 脚光 を浴び せ ， その 結果 ， 平和

の 配 当 を求め る議会 ハ ト派 に ， 米軍 削減の 全面 攻撃 に 出 るの は まずい と思い

とど まらせ て くれ る， しか るべ き 『悪魔』　　 特定国の 特定支 配者の こ とだ

が 　　 の 登場 を待 つ だ け とな っ た 」 （pp．27− 28）。

　（9に うなれ ば ， 残 され た 課題 は こ れ ら諸 国の お よぼ す脅威の 性格 と規模 を

判定 し， それ を打 ち破 るの に必要 な戦力の 種 類 と数 を算定す る こ とだ けに な

る 。 しか し， その 算定 は ，
パ ウ エ ル 議長 に して み れば

， あ る程 度 以上 の 戦力

を維持 しない こ とに は 「超大 国の 健在 ぶ り」 を誇示 で きない とい う， 軍の 死
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活的 な要素 も考慮 した もの で なけれ ば な らな い
15

。

　そ うした尺 度 を当て た場合に ，
〈表 1＞の 諸国が ， 最新型 で は な い に して も

実戦向きの 戦車 ・火 砲 ・作戦用 航空機 を相 当数配備する ，
い わ ば 旧東欧型 の

陸軍 国に 近 く， しか も， 化学兵器 ない し核兵器 と と もに 弾道 ミサ イル の 保有

国 も含 ん で い た こ と は ， 重 戦車部隊 ・砲 兵 旅団 ・戦 闘機 中隊 ・その 他 ハ イテ

ク部 隊は もちろん ， 核 兵器の 保持や ， 第三 世 界 の 弾道 ミサ イル 攻撃 に 対処 す

る方策 に 至 る まで
， 米軍の 現有戦力 の 維持 と ， MD 開発 の 正 当化 をは か りた

い 軍指 導部 の 励 み に な る の は 事実 で あ っ た 。 だ が ， 困 っ た こ とに ， 最 強 に 見

え るイラ クや北 朝鮮 に しろ
， 米 国は「一 国 との 戦闘準備 を前提 とす る限 りは ，

冷戦期 よ りは るか に 小規模 な戦 力 しか 必要 と しない 」 こ とは 歴 然 と して い た

（pp ．28− 30）。

　 こ れ で は到底 ，
パ ウ エ ル と彼 の 幕僚 に は受 け容 れが た レ 

　パ ウ エ ル が 用 意 した 解決策 は ふ た つ あ る 。 第 1 が ， 同時並 行 的 な大規模 地

域 紛 争 MRC に お い て ふ た つ の 新 興 軍事 大 国 を打 ち の め す 戦略 の 想 定 で あ

り， 第 2 が
， 緒戦 で 敵軍 を麻痺 ・無 力化す る まで 圧 倒 的 な火力 を集 中す る と

い う 「決定的戦力 decisive　force」 の 投入 戦略 で ， こ れ は パ ウエ ル 自身が ベ ト

ナム 戦争 で 体 験 した 苦 い 教訓 を生 か す こ とで もあ っ た （pp ，30− 31， 40）。

　第 1点 に つ い て は ，
の ちに 「チ ェ イニ ー 文書」 の 形 で 出 され た 公 刊物 は ，

米国が
，

「ある地 域 で重大有事 に 介 入 して い る際に は
… …他の 地域 で機会 をう

か が う侵 略者 は ， わ れ わ れ が 忙殺 され ， 手 の 回 らない 状 況 に ， 漁夫の 利 を占

め よ うとす る誘 惑 に勝 て ない 可能性 が 強い
。 か か る環境 が あ る以上 ， 米 国は

別 の 有事 を抑 止す るか
， 火 急あれ ば即刻対処 で き るだ けの 戦力 を堅 持 して お

か ね ば な らない 」
16

と述べ て い る 。 こ れ ら諸 国 を縛 る よ うな共通 の 教 義 は ない

が ，
い つ の 日か 徒党 を組 ん で 反米行動 に 出 る恐 れが あ る とい うわけ だ （p．

30）。

　第 2 の ベ トナ ム の 教訓 とは こ うだ 。ベ トナ ム 戦 争で は ，

「緒戦 の うち少 しず

つ 強 い 『苦痛』 を与 える だ けで ， 敵 は す ぐに で も停 戦 を求め て くる だ ろ うと
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確信 し， 政 府 は兵 力を漸増的 に投入 して い っ た 。 だが ， こ の よ うな 『段 階的

拡 大』 戦 略 に よ り， 北ベ トナ ム は戦力 を増 強す る時 間 を稼 ぎ， そ の 結 果 ア メ

リカ は ，

ハ ノイ に決定的な打撃 を加 え られ ない まま， 戦 意 もまた ，

一
足先 に

挫か れ て しまっ た 」。 こ の 愚 を避け るに は ， 開戦 時か ら「敵 を圧 倒 す る決定的

な兵 力 を投入 し ， 紛 争 を速や か に 終 わ らせ るこ と」が 肝心 で あ り，

「
その た め ，

『技術 的に 優越 した 』兵器 と支 援 シ ス テム を引 き続 き堅持す る と と もに ，

『戦

略 的機動性 』， す なわ ち兵員 ・装備 を遠 方の 戦 闘地域 へ 迅速 に 投入 す る能力 も

不可 欠で あ る」 とパ ウ エ ル は 説明 した （pp ．30− 31， 51− 52，
80）。

　以上 の 前提 に立 て ば ， 単独 の 地域紛争ご とに 50〜75 万 ， それ ゆ え紛争ふ た

つ で 少 な くと も約 150万 の 兵員 を要 し，
こ れ に核戦力部 隊 や ， 不慮 の 緊急事

態に 備 える
厂紛争処理 軍」 を加 えれ ば 150〜175万 の 総兵 力 に達す る もの と見

積 もられ る 。 こ うして 策定 され た の が ，
〈表 3 ＞ の 「基盤戦力 Base　Force」

の 構 想 で あ る 。

　（1  「基 盤戦 力」構 想 で は ， 総兵力で 160万 人 ， 基本 の 戦 闘部 隊 で 12の 陸軍

師団， 12空母戦 闘群 ， 3海兵 師団 ， 12戦術戦 闘機航 空団が 温 存 され る こ とに

な る 。 その 含意 は 第 1 に ，

パ ウエ ル の 求 め て い た超大 国 と して の 戦力要件 を

十分 に満 たす。12の 空 母 戦 闘群 を堅 持 して依 然 ， 地 球上 に い か な る地 点 に も

軍事力を投入 で き る 。 第 2 は ，

一
連 の 重装備戦 闘部隊 の 維 持 と と もに

， 最新

鋭 の ハ イ テ ク兵 器 体 系 を更 新 し続 け る必要性 も確保 され ， こ うして 冷戦期 に

構築 され た軍 産機構の 基 幹部 門の 温 存 も可能 とな る 。 な る ほ ど
，
25％程 度の

戦力削減に 伴 い
， 対応す る 民 間軍需産 業の ス リム 化が 避 け られない と して も，

兵 員の 削減 に よる最新鋭装備 の 発 注予算 の 捻 出 も含め ， 先 端軍需産 業 へ の 打

撃は 抑 え られ るは ずで あ る 。 第 3 は
，

こ こ に は核 戦力 の 削減計画 は 盛 り込 ま

れ て い ない
。 こ れ は 別途の 検討課題 とされ て い る 。 〈表 3＞の 次期 ク リン トン

政権期 の 厂ボ トム
・ア ッ プ ・リビ ュ

ー
」 と見比べ て み る と ，

「2MRC 」 を支

持す る意味 で 「基 盤 戦力」 構 想 と基本 は 変 わ っ て い ない
。 つ ま り，

パ ウ エ ル

構 想は ， ク リン トン 政権期 を も超 えて ， 21世紀初頭 で も米軍戦力 の 基本構想
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と な っ て い る の で あ る 。

　
厂パ ウ エ ル 将 軍 と幕僚 が 90年春 に 採用 した ，

『新戦 略』 ない し 『地 域 防衛

戦 略』 とい うペ ン タ ゴ ン 文書 と して名 高い こ の 戦略 的青写 真 は ， 同年 5 月に

チ ェ イニ ー 国防長官 へ 提 出後 ，

・ブ ッ シ ュ 大統領 の 裁 可 を待 っ た 。 6 月に ホ ワ

イ トハ ウ ス の 正 式承 認 を受 けた ．『新 戦略』 に は ， ア メ リカ 国民 へ の お披 露 目

の 最 良の 舞台 と して ， 来 る 8 月 2 日 コ ロ ラ ド州 ア ス ペ ン で予定 され るア ス ペ

ン 機 関の 設立 40周年 記念行事 が 設 えて 合 っ た 」 （p．33）。

　しか し 「驚 くべ き偶然 とい うべ きか
，

こ の 日は また
， サ ダム

・
フ セ イン の

イラ ク軍 が クウ ェ
ー トに侵攻 した 日で もあ っ た の だ 」 （p。35）。

　
9
ポー

ル
・
ケ ネデ ィ （鈴 木主税訳）『大 国の 興亡 』 草思社 ，

マ イケ ル
・ダー トウ ゾス他 （依

　 田直也訳） 『Made 　in　America 』 草思社 ，

　
lo

　Bob 　Woodwand
，

”The 　Conversion　of　Gen，　Powell
，

”
　in　PVashington　Post，　Decernber

　 21
，
1989，

　
11

キ ッ シ ン ジ ャ
ーの 対中外交 以降，

一
時期 ，

「米 中蜜月」時代が 到来 した が
， そ の 際，

ソ

　連 を封 じ込 め るための 米 中軍事協力 も追及 され た 。 拙稿 「プーチ ジ政権 の 武器商戦 」
『札

　 幌学 院商経論 集』 を見 よ。 ジ ェ
ーム ズ ・マ ン （鈴木主税訳 ） 『米 中奔 流 』 共 同通信社 ，

1999

　 年刊 も参照 。

　
且2Litwak

，
　Rogue　Sta　tes　and 　 U．S．　Foreign　Po　liCly

．
　P．9．

　
13

以上， クレ ア引用文以外 は リ トウ ォ クに よる。See　Litwak，
　p．53．

　
t4

　Eruce　Jentleson，
　 With　Fn

’
ends 五漉6　 These： Retrgan

，
　 Bz6豌，　 and 　Saddam，1982 −

　 1990
，
Norton

，
1994

，
　pp．52− 53．　cited 　in　Litwak

，
　p，54．

　
iS

　Litwak，
　p．29．

　
i6

　Litwak
，
　p．29．

【IV】「新戦略」 の 確証 と教訓

　  ク レ ア は 第 1章 「
新た な敵 を求め て」 の あ と， 第 2章

「
砂漠の 嵐作戦 」

で は ， ア メ リカ の 作戦 と して の 湾岸戦争の
「
砂漠の 嵐作戦 」 と， 当該作戦 を

実行 す る の に不可欠 な部隊 ・装備 の 結集 と補給 の 作戦 で あ る 厂砂 漠の 盾作 戦 」
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に つ い て の 図上作戦 の 段 階 ， 情報 収集 と評価 ， 攻撃計 画の 策定 ，

「決定 的戦 力」

を投入 した作戦 計画 の 実行 の
，

それ ぞれ の 過程 を逐
一

紹介 しなが ら，

厂無頼漢

ドク トリン 」 が 著 しい 成功 を収 め る様相 を確証 して い く。

　次 い で
， 第 3 章 「真 の 勝 利 へ の 道 」 で は，

「砂漠 の 嵐作戦 」 の 圧倒 的成 功 を

基礎 に
， 今後 も第三 世 界 の 新興 軍事大国に 向け た 厂無頼漢 ドク トリン 」 を堅

持すべ く，

「将来 の 対 イラ ク戦争 」に 備 え て ， 国防総 省が ， 当該 作戦 か らい か

な る教訓 を引 き 出 したか を詳 し く紹 介 し ， これ ら教 訓 な る もの の 妥 当性 を吟

味 して い く。 本節で は ク レ ア の 第 2章 と第 3章 を中心 に ， 湾岸戦争時に お け

る
厂無頼 漢 ドク ト リン 」 の 現 実 の 展 開過 程 を跡づ け て い こ う。

　大統領 が ，

「
湾岸戦 争 を

『
無頼 漢 ドク ト リン 』 の 本格 的 な テ ス ト・ケ ー

ス に

位置づ けた 」 （p．40）か らで あ る 。

　（2）1990年 7 月 16 日， ア メ リカ の ス パ イ衛星 が ， 大 量の イラ クの 戦 車 と装

甲車 が ク ウ ェ
ー ト国境 北側 の 攻撃位 置に 移動す る の をと らえ始め

， その 後 ，

総勢約 10万 の イ ラ ク軍が 攻撃 態勢 に 入 っ た こ ろ
，
ワ シ ン トン の 情報分析 官 た

ちは イラクの 真 意 をめ ぐり激論 して い た 。 こ れ は ， イラ ク を ど う叩 くか に専

念す る 国防総省 と ， なお 宥和政策 を追求 す る ホ ワ イ トハ ウ ス との 異 な る接近

法 を反映する もの で もあ っ た 。 しか し， イラ ク軍戦車 が 国境付近 の 砂 漠 に集

結 しつ つ あ っ た まさに その とき，
フ ロ リダ州 タ ン パ に あ る陸軍 セ ン トラル

・

コ マ ン ド司令 部 （CENTCOM ）の 上級参 謀 た ちは
， すで に 1週 間に 及 ぶ 米 ・

イラ ク戦争の 図上 演習 中で あ り， 後に 判明 した よ うに
「『
砂漠の 盾』 と

『
砂漠

の 嵐 』 作 戦の 基本概 念 は イラ ク兵 の ク ウ ェ
ー ト侵 攻 前に既 に 完成 済み で あ っ

た 」。

一
方の フ セ イ ン は ホ ワ イ トハ ウ ス を代弁す る駐 イラ ク米大使を真 に受け

て
，

ブ ッ シ ュ 政権 が イ ラク政府 の 冒険主義 をある程 度は大 目に見 る もの 期待

して
， ア メ リカ の 軍事 介 入 を計 算 しない ま ま クウ ェ

ー
ト侵 攻 を計画 した よ う

だ （pp ．35− 38）。 そ れ ゆ え， 国防総省に は ， ま さに前述 の
「
待 ち受け て い た

『悪魔』」 の 登場 とあい な っ た 。

　 い ざ侵 攻が 始 まれ ば
，

ワ シ ン トン で は イ ラ ク寄 りの 声は 消 え ， 戦 争支 持 派
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が 勢い づ い た 。 ブ ッ シ ュ 大統領 もま る で 手の ひ ら を返 す よ うに ，

「イ ラ クの ク

ウ ェ
ー ト侵攻反対 を強 調す る ため ， さ も当然 の よ うに 『無頼漢 （な らず もの ）

rogue 』 の イ メ
ー

ジ に 訴 え」 ， 記者団 に 向か い
，

「彼 らは
『無法者 』 ， それ も国

際的 な 『無法 者』 で
， 恩 をあ だ で 返 す

『
裏切 り者 』 で す」 と糾弾 した。 プ ッ

シ ュ の 舌鋒 は エ ス カ レ ー トを続け ，

厂サ ダム
・フ セ イ ン は 戦争犯 罪人 で ， ヒ ト

ラー に 匹敵 す る」 と非難 した か と思 えば ， イ ラ ク を世 界 の 法 治 国家 の 共 同体

か ら追放 す る よ う訴 えた 。

　 こ うなれ ば イ ラ クの 側 も， こ れ まで 終 始 ， 融 和的だ っ た ワ シ ン トン に 厂国

際常識の 規 範 を蹂 躙 す る無頼 漢 の 政 権 だ と ， 決め つ け られ た 以上 ， もはや 相

応 の極刑 か ら逃 れ る こ とは期待 で き まい と覚悟 を きめ た 」 （p．　38− 39）。

　 それ に して も， サ ダ ム
・フ セ イ ン は ，

「クウ ェ
ー ト侵攻へ の 見返 り と して ，

想像 を絶 す る ほ ど の 強 力か つ 激 烈 な 反撃 を招 い て しま っ た 」。 多少の 反 撃 は 覚

悟 して い た に しろ ， ま さか ，

「
半年 の うち に 陸 海 空 79万 5 千 以上 の 兵 員 （う

ち米兵 54 万）が ， 1
，
796機の 新鋭戦闘機や 戦艦 等 230隻 （うち空母 6 隻）を

従 えて 展 開 して くる な ど とは 思 い もよ らな か っ た に 相違 な い 」。

パ ウ エ ル の 進

言 を大統領が 受 け容 れ た ため ，

「1944年 6月 の ノ ル マ ン デ ィ 進 攻以 来 ， 米 軍 が

召 集 し ・集結 させ た 最 高に 強 力 な軍事 力が 展開 を開始 した 」 （pp．40− 41）。

　   有事 直後 に イ ラ ク攻撃 を決 断 した ブ ッ シ ュ 大 統領 は ， 8 月 4 日に は 既 に ，

キ ャ ン プ ・デ イ ヴ ィ ッ ドの 大統 領 山荘 に て ， チ ェ イ ニ
ー

長 官や パ ウ エ ル 将 軍

ら と，
CENTCOM が 数 ヶ 月前に 策 定 した戦 闘 シ ナ リオ に 基 づ く攻撃 的 軍事

作 戦の 戦略 と兵站 に 関す る検討 を終 えて お り， 彼は ほ どな く，
二 人 に ， まず

は サ ウ ジ ア ラ ビ ア に 米軍戦 力 と装備 の兵 站 基 地 を建 設す る
「
砂 漠の 盾」 作 戦

を先行 しつ つ ， 攻撃 作戦 の 計 画 を仕 上げ る よ う命令 した （p．39）。

　 湾岸戦争は ， ブ ッ シ ュ 大統領 や パ ウエ ル 将 軍 に と り， 冷戦後の 厂新戦 略 」

で ある
「無頼 漢 ドク トリン 」 の 真価 をうらな う 「本格 的 なテス ト ・ケ ー

ス 」

で あ っ た 。 そ こ に は
「二 つ の 戦線 」 に勝 つ とい う緊要 な使 命が あ る 。

　 第 1は ，

ベ トナ ム 戦争 の 轍 を踏 む こ とな く，
「軍事作戦 の 遂行 過程 で は，可
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能 な限 り自軍の 人的損失 を抑 えつ つ
， イ ラ ク軍 を緒戦か らほ ぼ麻 痺 ・無力化

す るだ けの 圧 倒 的 な火 力 を集中させ る とい う，

『決定 的戦力 』 の 原則 に従 い 」

圧勝 す る こ と。第 2は ，

「
国内の りベ ラ ル な マ ス コ ミや 議会 内ハ ト派 に勝 つ こ

と」。 なぜ な ら，
ペ ン タゴ ン が 危惧 して い た よ うに ， 仮 に

「
ク ウェ

ー トで 失敗

すれ ば ， 冷戦 後の 軍事 政策の あ り方全体 へ の 不信 か ら軍事 予算 も削減 され る

こ とに な り， 他方 ，
メ デ ィ アや 議会 へ の 対 応 を誤れ ば ， 世 界 の 警察官の 役割

へ の 国民 の 支持 が 一 層おぼつ か な くな っ て しま う」 か らで あ っ た （p．40）。

　もうひ とつ 看過 して な らない の は ，

「ブ ッ シ ュ と彼 の チ
ー

ム が ， ク ウ ェ
ー ト

の 『解 放 1iberate』 と
， 将来 に わ た る最大可能な 自国軍需産業の 『安全保障

secure 』 を両立 させ よ うと必死 に な っ た 」 こ とで あ る 。 か くて ，

「イラ ク
ー

国

ど こ ろ か
， そ れ に 負け ない 「無頼 漢」 の 二 つ か三 つ の 軍 事機構全体 を ， 電撃

的 に
， しか も完膚な きまで破壊す るに 十分 な ， そ うした圧 倒 的な戦力 を投入

した こ と」， そ して ，

「
テ ス ト ・ケ

ー
ス 」 と して の 「イ ラ ク ・

クウ ェ
ー ト作戦

の 戦域 が
， 相 当程 度 ま で 実験 的 な戦場 ， すな わ ちつ ま りペ ン タ ゴ ン の 新兵器

と戦 闘技術 をテ ス トする 巨大実験場 と化 した 」 こ と ， さ らに は 「ペ ン タゴ ン

が 保 有す る核 以外の 装備
一

式 をすべ て 投入 した 」 こ と も，
さ して 驚 くに は値

しな い の で あ る （p，40， 60， 62）。

　（4）そ れ で は ，
ノ ル マ ン デ ィ 上 陸作戦以来の 大動 員 の 標 的国 ＝ イラ クの 軍事

力 の 実態 は ど うだ っ たか 。 こ の 点 ， ク レ ア の 分析 は 興味深 い
。 ブ ッ シ ュ 政権

が
「WMD お よび ミサ イル 関連施設の 破壊 を砂漠 の 嵐作戦 の 主要 な戦 略 目標

と した の は ， たん に バ グダ ッ ド政権が 将来 の 戦 争で 大量殺戮 兵器 を使 用する

能力 を除去 す る狙 い ば か りか ， 実 は ， 米 国 と欧州 諸 国が
， イラ ク を， 大量の

化学兵 器 の 保有国に ， さ らに は核 開発 能力に 手の 届 く軍事大 国に まで育 て上

げた 共 犯 者で ある証拠を煙滅 した い とす る意図か らで もあ っ た 」 （p．　51）とい

う指摘は刺激 的で ある 。

　米 軍 の 計画 立案者の 目で は ， 湾岸危機 発生 当峙 ， イ ラ クは総兵 力 10G 万 を

擁す る第三 世 界最大の 重武装 した軍事大 国で ， 〈表 1＞の 戦 力の ほ か ， ソ連製
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ス カ ッ ドお よび 改良型 国産 ミサ イ ル や化 学兵器 も保 有 して い た 。 世 界 第 4 位

とか 第 6位 の 陸 軍 国 と もい わ れ た 。 クウ ェ
ー ト占領 軍 は大 量 の 通常 兵 器 の ほ

か
， 弾 道 ミサ イル や 化学兵 器 まで装備 して い る と見な され ， チ ェ イニ ー 長官

は ， 米軍 が
「
対峙 す るの は 第三 世 界 とは い え第一 級 の 軍事 的脅威 と な る油 断

な らな い 国だ 」 とい っ て 留意 を求め た 。 か か る評価 が ， 新鋭 か つ 膨大 な米 国

陸海空部隊の
「
投入 を正 当化 す る根拠」 とな り， そ こ に さ らに NATO 諸国の

三軍部隊 とア ラブ諸 国の 地 上部 隊が 加 わ っ た （pp．41− 42）。

　その ほ か ，

「ペ ル シ ャ 湾岸 へ 大 軍 を投 入 す る 目的 につ い て ， 石 油 資源調達 先

の 確保 の 死 活的な重要性 で あ る とか
， 親米 の 首長 国 ＝ クウ ェ

ー トを解放 す る

米 国の 義務 とか ， あ るい は ア メ リカ の 雇用 を確保 した い だ とか ， まる で即 席

の 供 物 を並 べ るあ りきた りの 説 明 の あ と，
ブ ッ シ ュ 政権が 危機 後 2 ヶ 月 も腐

心 して 漸 く決 断 した の は ， イ ラクの WMD に よ る恫喝 や ， 核大 国へ の 新規参

入 を阻 止す る こ とを，
か の 説明 原理 とす る こ とで あ っ た 」 （p．44）。

　 とこ ろが ， イ ラ ク軍戦 力の 評価 に して も， 米軍 とそ の 同盟 軍 に よる
一

大戦

力の 投入根拠 も， クレ アの 目で 見れば， 恣意的で 杜撰極 ま りな い
。

い ずれ も

「
政 府の 巧 妙な メ デ ィ ア攻撃 が 育 ん だ 情報統 制の 所産 」 だ とい う （p．44）。

　試 み に ， 巨大 な陸軍 は ， 8 年 間の 対 イラ ン 戦争で疲弊 し ， 戦 闘に 耐 え られ

ない 新兵や高齢 者， さ らに フ セ イン に忠誠 心 を持た ない クル ド人 とか シ ー
ア

派教徒 まで を含 む 雑多な戦 闘貫 で構 成 され るに 過 ぎ な い
17

。 空 軍 は 基幹 パ イ

ロ ッ トが お らず ， 早期 警戒や 指揮
・管制 ， 目標 捕 捉 シ ス テ ム もなか っ た 。 海

軍 は ない も同然 で あ る （pp ．42− 43）。

　地 勢戦略上 も不利 で ， 過去 の 米国 との 交戦 国 と違 い
， 隣接 友好 国の 援助 や

避難場所 を仰 ぐの が 無理 な ば か りか ， 敵対諸 国に 囲 まれ， 隙 を見せ れ ば侵 略

されか ね ない
。 弱体 なク ウ ェ

ー
ト陸 軍 は

一
掃 した もの の

， イ ラ ク軍勢力 は ，

米 国が 印象づ け た イ メ
ー

ジ とは反 対 に ， 圧 倒 的脅威 と なる もの で は なか っ た 。

当時 ， 戦略 的弱 さが 目立 た なか っ た の は
， 恐 るべ き WMD で 武装す る新興 大

国 と して名 を馳せ たバ グダ ッ ド政権の 脅威 ゆ えで あ る （pp ．42− 44）。
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　90年末 に な る と， 大統領 も高官 も， WMD 大国 ＝ イ ラ クの 危険を繰 り返 し

警告 し，

「脅威 をな くす に は 軍事行動 が ど うして も必 要 」 な こ とを示 唆 した。

そ こ で 問題 とな るの が WMD 大 国 と して の イラ クの 出 自で ある 。

　イ ラ クが 化学 兵器 と弾道 ミサ イル の 開発 ・製 造に 着手 した の は ， 80年秋に

奇襲攻撃 をか け た対 イラ ン 戦争 で ， 翌年 ，

「入海戦術 」攻勢 に よ りバ ス ラを長

期 占領 され た 際で ある 。 10年前 は ， そ もそ も， イ ラクが 隣 国を侵 略 し， 石 油

資源豊富な イ ラ ン 南部 を占領 しよ うと，

「何 らワ シ ン トン の 逆鱗 に 触れ なか っ

た 」 ば か りか ， 親 米 政 権 を葬 り， 大使館 人 質 問題 まで 惹 き起 こ した イ ラ ン 革

命 を敵視す る 米 国は ，

厂
敵の 敵は味 方」と確信 して ， 急遽 イ ラク の 援助 に まわ っ

た
18

。 そ れ に とど ま らない
。 米 国 は， イ ラ クの

「化 学兵器 と弾 道 ミサ イル の 開

発 と使用 を系統 的に 無視 した」。 イ ラ ン 軍 の 攻勢 と国 内の クル ド人 の 叛乱 に 向

け ， 化学兵 器 を 「常習的に 使用 し続け」 て も， ろ くな抗 議 も しない ばか りか ，

西 側企 業 の イ ラ ク向け武器 関連技術 の 提供 を黙認 か ，奨励 か した 。

「
砂漠の 嵐」

作戦 当時 は
，

10万発以上の 化 学兵 器 ， 数 千 トン の 化 学戦用 薬 剤 を保 有 ・貯 蔵

し， 増産 中の 弾 道 ミサ イル に装 着する化学弾頭の 製造に も着手 して い た （pp．

43− 45）。

　弾道 ミサ イル 開発や 核開発 な どの 状 況 は 省略す る 。 要約 的 に み て ， イラ ク

の WMD 開発 が 最大の 進展 を遂げ た の は 80〜90 年 と い う米 国政府が フ セ イ

ン 政 権 に最接近 し ， イ ラ クが WMD 保有 国に 進む こ と を黙認 して い た 時期 で

あ る 。
た だ し， ア メ リカ側 は

，
こ れ ら兵器 に 「砂漠 の 嵐 」 作 戦 を制約 す る側

面が あ るの は事実 だ と して も， 化学戦 防護服 の 着用 な ど に よ り， 戦場 で は 無

視 し うる程 度 の 影響に 留め うる とい う冷徹 な結論 の 下 に 作 戦 に 臨ん だ 。 それ

ゆ え，
ブ ッ シ ュ 政権が

，

「
開戦前夜に イ ラ クの 核保有 と核 入 手 の 野望 に 警鐘 を

鳴 ら し」， ま た ，

「WMD ・ミサ イル 施 設の 破壊 を 「砂 漠 の 嵐」 作戦 の 主な戦略

目標 と した 」意 図 の なか に は ，
1980年代 を通 して イ ラ ク を WMD 大国に 仕 立

て上 げ た 「米欧諸 国の 『共犯 』」 の 痕跡 を煙滅す る狙 い が 見え 隠れ す る と い う

　（pp．50− 51）。
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　（5）攻撃 計画の 策定 に あた り，
ペ ン タ ゴ ン は ，

「イラ ク軍の クウ ェ
ー ト掃討 と，

イ ラ ク重機 甲部隊 （と くに 共和国警護 隊 ＝ フ セ イ ン 近衛機 甲部 隊） と軍産複

合 体 制 の 破壊 とい う基本 戦 略 目標 」 を課 せ られ た 。 こ の 目標達 成 の た め に 採

用 され た の が ，

「技術 的優位 を最 大限発揮」 して
，

「陸 海空か らの 集中攻撃に

よ リイラ ク軍 を無力化 す る と い う 『多次元 』 戦略」 で あ り，
こ の 場合 と くに

重 視 され た の が ベ トナム の 教 訓 ＝
「
決 定的戦 力 decisive　force」 の 原則 と，

ソ

連型 軍事機構 の 弱点 を突 く「競 争的戦 略 competitive 　strategy 」 の 応用 で あ っ

た （pp ．51− 54）。

　ベ トナ ム の 轍 を踏む まい とす る 「決定 的戦力」 の 意 図は 前述 した 。

「ベ トナ

ム の 教 訓」とは ， 屈辱 的敗戦 の あ と ，

厂長年 ペ ン タ ゴ ン の 分析家た ちが 研 鑽 に

励 ん だ 近 年 ア メ リカ の 軍事 思想 で あ り」，
パ ウ エ ル を含 め，若手将校 と して イ

ン ドシナ で 戦 っ た経 験 を持 つ 多 くの 将 官が 共有す る思考様 式で もあ る。
ペ ン

タ ゴ ン の 分析 に よれ ば ，

「ベ トナム で 主導権 を失 っ た の は，
ワ シ ン トン が

『
段

階 的拡 大 』 戦略 を追 求 し，

… … 文 民の 指 導者 た ちに よ り軍 が 『手枷 をは め ら

れ て 』 しまっ た か らで
，

… … もし現場指揮 官 に よ り自由裁 量の 余地が 与え ら

れ て い れ ば
， 決定的 に 重要 な軍事 目標 を攻撃 して

， 戦争 を成功裏に 終 結 させ

て い た は ず」 で あ っ た （pp ．　51− 52）。

　そ れ ゆ え，

「ペ ン タ ゴ ン 首脳 部 に は
， 対 イ ラ ク戦争で 最初 の 軍事作戦 か ら最

大 限の 兵力 を投入 す るこ とは 与件 で あ り， 自明 で あ っ た 。 こ の 方針 の も とに

米 軍戦略担 当者 は 1990年 10 月， 初 発 の 防御作 戦段階 に 派遣 され る 30万 程 度

の 米 軍兵力 だ け で は ， イ ラ クの ク ウ ェ
ー ト占領 軍 を迅速 に掃討す る作戦 に は

到底 足 りず ，
ペ ン タ ゴ ン の 選 ぶ 作戦 計画 を遂行 す るに は 25万 の 増 派が 必至 と

なる と結論 した 」。 こ こ に ，

「ベ トナ ム の 轍 を踏 まな い よ う，

『
決 定 的 戦 力 』の

原則 を適用 した 」，

「24 時間ぶ っ 通 しの 空爆作戦」を含 む ，

厂
ク ウ ェ

ー ト戦線 と

イラ ク戦線 との 大規模 な同 時作戦 」 が 立 て られ た の で あ る 。 （p．53）。

　もうひ とつ の
「
競 争的戦略 」 は ， 語感の 印象 とは 違 い

， 情報や 通信面 それ

に 空軍 力 な どの 分 野 で 西側 の 優位 を発 揮 して ，

厂敵が 最 も脆弱 な地 点 を選 ん で
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決戦 を挑 む 」 戦略 の こ とで ，
NATO の 戦 略家に よ る と ，

「
旧 ソ 連 の 最大 の 弱

点 は 過 度に 集中 ・統制 され た 意思決定機構 に あ っ た j とい う。 イ ラ ク軍 の 場

合 も，

「厳格 に 統御 され た 上位 下達の 指揮 ・官制 シ ス テ ム 」 と 「空爆に 無力 な

地 上 部 隊 と兵 站 シ ス テム 」に あ っ た 。 そ れ ゆ え，

「時代遅 れ の 通信 手段 に 頼 り

切 るネ ッ トワー
ク」 を破壊 で きれば

，
旧 ソ連 もイ ラ ク も指揮 官た ち は

「盲 目

に な り」， 実戦部 隊 も指揮 を仰 ぐ上級 の
「首 が 刎ね られ る」 こ とに な る と想定

され て い た （pp ．54− 55）。

　（6）国連が イラ クに 突 きつ けた ク ウ ェ
ー ト撤 退期 限 で ある 91年 1 月 15 日ま

での 数週 間に ，
コ ン ピ ュ

ー
タ

・シ ミュ レ
ー シ ョ ン に よ り入念 に チ ェ ッ ク され

た 「砂漠の 嵐」 作戦計画は ， 最終 的に ， （a ）指揮 系統の 無力化 と既 知の 核 その

他 WMD 関連施設 へ の 戦略 的空爆 （b）イ ラ ク・ク ウ ェ
ー

ト戦 域 の 制空権確保 ，

（c）クウ ェ
ー

ト占領 地 上 部 隊 へ の 空 爆拡 大 ， （d）クウ ェ
ー

ト占領 軍 を分 断 ・破壊

す る地 上 戦 ，
の 4段階な い し側 面 に分 け られ た 。

　
一

方 ， こ の 作戦 遂行 に 不可 欠 な部 隊 と装備 を結集す る ， 大 戦後最 大規模 の

「
砂漠 の 盾」 兵 站 作戦が 敢行 され た 。

　湾岸戦争の 謎 は ，

「
半年 もか か る 『砂漠 の 盾 』 作戦 をなぜ か 傍観 した こ と」

に あ る 。 フ セ イ ン が 攻撃 も交 渉 もせ ず， 同盟 軍 を圧 倒的 な優位 に 立 た せ ， 逆

に 「自軍 の 大部分 を救うチ ャ ン ス をみ すみ す逃 が して い る」 か らだ （p．58）。

　 1 月 17 日現地時間午前 3時 （米 国東海岸時間の 16 日午後 7時），

「砂 漠 の

嵐」 作 戦の 戦端 が 開か れ， 武装 ヘ リ （AH −64）の レ ー ダー 基地攻撃 に 続 き，

イラク軍基地 ・施設 ， 空軍司令部 に 対 しス テ ル ス 爆撃機 （F−117A ）編 隊 を含

む 700余機 に よる 「第 2 次大 戦以来最大 の 空爆」 を敢行す る
一 方 ， 紅 海 とペ

ル シ ャ 湾の 軍艦 か ら対地 巡航 ミサ イル ＝ トマ ホ ー
クが 100余 基 ，

バ グ ダ ッ ド

の 軍事標 的に 発射 された 。 作 戦第 1段 階 で は また
， 防空 シ ス テ ム の 組 織的破

壊 の た め ， 敵 レ ー ダー
の 電 子信 号 を探 知 ・追 尾 す る高速対放射 線 ミサ イ ル

（HARM ） で 攻撃 した 。 同盟 軍機 も飛行 場 ・対 空 ミサ イル ・防空指揮所 を攻

撃 して い る 。 か くて 「枢 要部 の 大半 が ほ ぼ 同時的 に 息の 根 を止 め られ た 結果 ，
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防空 シ ス テ ム は 無 力化 し ， サ ダ ム とクウ ェ
ー ト占領 軍 との 兵站 線 も途絶 し始

め た 」 （pp．58− 59）。

　 した が っ て ， 作戦 目標 の 第 2 の 課題 ＝ 制 空権確保 も， 開戦初 日に 難な く達

成 され た 。 以後 ， 同盟 軍は 敵の 戦 闘機 ・対空砲 火 に妨 げ られ る こ と な く， 軍

事基地 ・通信施 設 ・補 給物資貯蔵所 ・橋梁 ・石 油精製所 な どの ほ か
， 他 の 軍

事 ・産業 基盤 に 向け攻撃 ・破壊 を続行 した 。 既知 の WMD ・ミサ イル 施設の

破壊 も順 調 に進 ん だ 。 それ ゆ え ，

「
わ ずか数 日の 爆撃 だ けで

，
こ の 戦争の 戦略

目標 とい わ れ た 大半の 課題 が 達成済み に な っ て い た 」 （p．59）。

　 こ うして ， 主要 な作戦 目標が 片付 く と ，

「残 りの 戦略 目標 で あ る， と くに共

和国警護 隊 な どの 地 上部 隊 を瓦 解 させ よ うと ， クウ ェ
ー トと イラ ク南部 で 5

週 間もか け徹底 した 爆撃 を敢行 した」 。 イ ラク陸軍 を壊滅 に 追 い 込ん だ の は ，

終 日 24時間 ， 5週 間の 連続的空爆 で ， こ の 夜間集中攻撃 で 活躍 した の が 各種

赤外 線 ・暗視 シ ス テ ム で ある 。

　連続空爆に は B −52重爆機 は もち ろん ， 核以外の 全保有兵器が 投入 され た 。

マ ス コ ミは ， トマ ホ ー
クや 各種 レ ー ダー 誘導型の 爆弾 ・ ミサ イル な ど ， 限定

的 な ピ ン ・ポ イン ト攻撃用 の 「ス マ
ー

ト」 な兵器 投入 を強調 した 。 しか し，

現実に は ， とて も 「
ス マ

ー ト」 とは い えな い
「
集束爆 弾 cluster 　bomb 」 とか ，

多連 装発 射型 （MLRS ） ロ ケ ッ ト弾 な どの 広域 攻撃用兵器 が 大々 的 に 使用 さ

れ た （pp．59− 61）。

　地 上戦開始 日
「G デ イ」 まで に ， イラ クの 通信 ・兵 站 ・防 空能力 は 壊滅的

打撃 を受 け ， 数 千 の 戦車 ・
火 砲が 破壊 され た 。 諜報情報で は クウ ェ

ー ト駐留

部 隊の 戦力 は ， 脱 走 ・装備 不測 ・死傷 に よ D半減 して い た （p．　61）。

　　「い ざ地 上戦 となれ ば時 間の 戦 い に な る 。 サ ダ ム ・フ セ イ ン が
， 米 国 ・国

連側 の 停 戦 条件 を呑 ん で 降伏 して しまわ ない うち ， 残 る イラ ク軍事機構 を
一

掃 して しまお うと必死 だ っ た か らで あ る」。 事 実 ，

厂地 上 戦最終 日の 4 日 目に ，

イ ラ ク全 軍 が 撤退 に 動 き出す と， 武功 を焦 る米ハ イテ ク戦 闘機 は ， 丸腰 で い

るの が 探知 さ れ た 遁 走部隊 に 対 し， 操 縦士 が 曰 く，

『七 面 鳥撃 ち』 をす る まで
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に 」 （pp．　61， 71）及 ん だ とい う。 サ ダム
・
フ セ イ ン の 戦略 的な無能 さや ， イ

ラ ク軍特有の 欠陥か ら，
こ の 戦争 は ア メ リカ に よ る

「組織的な殺戮 以上 の も

の で は なか っ た 」 （p．62）。

　試み に ， 湾岸 派 遣軍 を指揮 した ノー
マ ン ・シ ュ ワ ル ツ コ フ 将 軍 は

， あ と で

厂自分 は イラ ク軍部隊 の 壊滅作戦 を続けた か っ た の に ， ブ ッ シ ュ 大統 領が
，

地 上戦闘 100時間後以 降 の
『畜殺 the　slaughter 』 は ダ メ だ と禁 止令 を出 した

の で ， や む をえず従 っ た ま で の こ とだ 」 と胸 の うち を明 か し， 物議 をか もし

て い る （pp．61， 243− 244）。

　ブ ッ シ ュ 大統 領 は ， イ ラ クに 対す る戦 闘行為 の 集結 を宣言す るに あた り，

「戦争の 戦 略 目標 は 完全に 達成 され た 」 と 断言 した 。 もっ と も， 後 に判 明 す

る よ うに ，
バ グダ ッ ドが 隠蔽 して い た核施 設が 空爆 を免 れ て い る

19
。 しか し ，

それ を別 に す れ ば ，

「
湾岸地 域 の 隣接諸 国 を征服す る能力 は 言 うに及 ば ず， 侵

略 す る能力 もほ ぼ 破壊 され た こ とは 疑 い 得 ない 」 （pp．61− 62）。

　（7）「新戦略 」 も 厂無頼 漢 ドク トリン 」 も湾岸戦 争を通 して 見事 に そ の 正 し

さ を確 証 した 。

　な るほ どペ ン タ ゴ ン が
，

「イラ ク軍事力をひ ど く誇張 し， 必 要以上 の 大兵 力

を投入 した の は 事実 だ が
， 派遣 軍が 戦場を完膚な きまで 制 圧 した こ と 自体 に

疑問の 余 地 は ない 」 （p．62）。

　そ れ に
，

「湾岸 で の 圧 倒 的成功 は
， 国内の 敵を平定す るに も効果 覿面 だ っ た 。

「新戦略」 とは い う もの の
， そ の 実 ，

ベ ル リン の 壁 崩壊 後 に パ ウエ ル の チー

ム が ドサ クサ に 紛 れて 採 用 した 作戦概 念 で ある とか ， 半年 前は ろ くな仮 想敵

も示せ ない ボ ロ キ レ 同然の 軍事 ドク トリン だ っ た とか い わ れ て も， 今 とな っ

て は ， 誰 もそ の 正 し さは 否定 し よ うもな い j （p．63）。

　そ こ で 軍上層部 は ， 議会 と国民 が
，

ペ ン タ ゴ ン 好 み の 湾岸作戦型 の 戦争 の

や り方 を， 恒 久的 に ア メ リカ の 軍事 ドク ト リン の 根幹に す える こ とが 不可避

で あ る と確信 をもつ よ う， 新 た な キ ャ ン ペ ー ン に 乗 り出 した 。 こ の 目的の た

め に ， 国防総省 は，
「砂漠 の 嵐 」 作戦 の

「
教 訓 」を解 明 し

，
そ れ に よ っ て

，

「将
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来 の 戦 争 に 備 えて の 米軍 戦 力 の 訓 練 な らび に 装備 の あ り方 」 を定義づ け よう

と した （p．65）。

　国防総 省 の ほ か に も， 陸 海 空 お よび 海兵隊 の 4 軍各 軍 ， 議会 軍事委 貝会 ，

そ れ に 国防総 省 に 関係す る各種 シ ン ク タ ン ク な ど も同様 の 課題 に 取 り組 ん

だ 。 なぜ な ら， 湾岸戦 争は冷戦 後の 最初 の 大規模紛争で ， 宇宙時代 の 兵器 を

総 動員 した か つ て な い 戦争 で あ り， また ， こ れ らの 検 討 ・研 究が ， 政 治的 に

も予 算配分上 で も潜 在 的に み て 計 り知 れ ない 影響力を持つ こ とが 分 か りき っ

て い た 。 4 軍各軍 に して み て も，

「湾岸戦争か らい か に 重 要 な教 訓 を引 き出す

か が
， 戦 闘に勝 つ か ど うか に も匹敵す る問題 で あ っ たの だ 」 （p．66）。

　湾岸戦争 で は実 に 多様 な兵器 ・部隊 が 投入 され た 関係か ら， 考察 の 対 象に

は
， 性能実 験 も兼ね た それ ぞれの 新兵器 シ ス テ ム の 実際的な有効性 の 吟味 に

か か わ る ， 純戦 術 的 な課 題 もあれ ば ，
ベ トナ ム 戦争の

「
教 訓 」 が 生 か され た

か ど うか の
「
決定的戦 力」 や 「迅 速 配備 rapid 　deployment」 や

「
戦略 的機動

性 strategic 　mobility 」 な ど ， 核戦 略以外 の 戦 略概念 の 有効 性 も当然 なが ら

チ ェ ッ クが 必 要 とされ て い た （p．66− 67）。

　（8）軍分析 官が ， 湾岸戦争 の 戦果 か ら導い た 決定的に重要 な 「教 訓」 は ， （a）

ハ イテ ク機 能の 重要性 。 （b）戦場 を制す る空軍力 。 （c）4 軍全軍の 必要 性 。 （d）戦

略的機動性 強化 の 緊要性 ，
に 大別 され る 。

　最 重要視 され た教訓 は ハ イテ ク兵器 の 働 きで あ る 。 長官 らは ， 湾岸戦争 で

導入 した ハ イ テ ク・シ ス テム を， 今後 20〜30年をも先取 りす る
「実戦上 の 軍

事 技術 革命 」 と絶 賛 した 。 誘導精密兵器 や 高性能 セ ン サ ー
， ス テル ス 爆撃機 ，

暗視 能力 ， 戦術 用 弾 道 ミサ イル な どに 及 ぶ 最先端の 軍事技術革命 が ，

「戦 車・

戦 闘機 ・空母 の 登場 と同様 戦争の 性格 を
一

変 させ て しま う」 わけ だ 。 陸 軍

大学 の あ る佐 官に よれ ば 「イラ クは 第 1 次大戦 流で 戦 うつ もりが ， 西側 は 21

世紀流 で 襲 い か か っ た 」。 そ れ を CNN 番組 で 手 に 取 る よ うに実 感 で きたの

が ， トマ ホ ー クや パ トリオ ッ トの 誘導 ミサ イル で あ り，
こ の ミサ イル 攻撃や

空 爆 に 不 可欠 な支援 シ ス テ ム と して ， 地 球位 置判定 シ ス テ ム
，

パ イ オ ニ ア 無
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人偵察機な どの 先端 的 な通信 ・監視 ・目標捕 捉 シ ス テム が 初 め て 実 戦 的に 使

用 され た （pp ．　68− 71）。

　 だ が ， 使 用 され た 爆弾 の 9 割は
「ロ ウ テ ク」 の ダム 弾 で ， イラ ク軍の 士 気

を挫 き地上戦勝 利 に 寄 与 した の も 30年 来 の B−52編 隊爆 撃だ とす る ア ナ リ

ス トも多く，
パ ト リオ ッ ト命 中率 も実際 は低 か っ た とい う （pp ．73− 74）。

　次 に重要 な教訓 は ， 空 軍力の 優 越性 で あ る 。 と くに開戦 当初 か ちの 制 空権

の 確保 が
厂
決定的戦力」 の 投 入 と

厂
競争的戦略」 の 適用 を可能 と し た役割が

大 きか っ た 。 同盟 国軍 は ， 集権的な政 治 ・軍 事基 盤 が 航 空 ・ミサ イ ル 攻撃 に

弱 い とみ て 防空 シ ス テ ム を無力化 し ， 次 い で イ ラ クの 通信 ・情報 ・補給 系統

に 空爆を浴 びせ ， 電力施 設要部 を破壊 した ほか ， とどめ に 精油 所 と石 油貯 蔵

所 を再三 爆撃 した 。 だ が ， 無慈悲 な 空爆 が イ ラ ク陸 軍 の 戦意 を挫 き， 地 上戦

開始前に
「
本土 防衛の 信 念す ら ぐらつ か せ た 」 の が 事実 と して も， 軍 トッ プ

は ， 作戦勝利 の 栄光 を陸軍や 海兵隊 と も分か ちあ う必要 が あ っ た し， も と も

と空 爆だ け で 中心 目標 を達成す る こ ともで きなか っ た （pp 。75− 77）。

　 試 み に ， 最優先 され た WMD 製造 ・保 有能力 の 破壊 で は ， 後 に 国連 調査 官

が 無傷 の 核施設 を多 く発 見 した 。

「諜報機 関の 失敗 とは い え ， 空 軍力 も基本 情

報 が 正 確 で な い と … …戦 略的任務 の 遂行 は 期待 すべ くもない 」 （pp ．77− 78）。

　空 軍 力が い か に 決定 的に 重 要 で も，
4 軍 （陸

・海 ・海 兵 隊 ・空 軍 ）の 均衡

した 戦 力構成 の 必要 を立 証 しない と，
ソ 連崩壊後 も冷戦 型軍備 を堅持 す る と

い う湾岸戦争 の 軍 自身の 政治 目標 を達成 で きない
。 それ ゆ え ，

厂独 自の 指揮体

系 ・ 装備 ・訓練 ・武器供 給体 制 を もつ 4 軍の 堅 持」 が 第 3 の 教訓で あ る 。 机

上 で は 4 軍体 制統廃合 を冷戦後 の 課題 とす る発 想 もあるが
，

こ の 問題 は
「各

4 軍 内外の 内紛 と競争 」 を惹 き起 こ すの は必至 で あ る 。 実 際 ， 後 に 「 ボ トム
・

ア ッ プ ・ リビ ュ
ー

」策定 過程 で レ ス ・ ア ス ピ ン が
，
MRC 一

つ 半 を想定 す る
厂オ

プ シ ョ ン C」 型 を提案 す る と （〈表 3 ＞）， 空軍 を除 く3 軍 の 猛反対 に 遭 い
， 屈

服 す る事 態が お こ る （pp ．　104− 110
，
131）。 か くて

， 湾岸作 戦 で は ， 各 軍 それ

ぞれ に 見せ 場 が 与 え られ た 。 海軍 と海兵隊の た め に
， 大規模 な水 陸協 同攻 撃
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部隊 を投 入す る， 同盟軍本 隊 に よ る正 面攻撃か らイ ラ ク軍 の 目をそ らす た め

の 陽動作戦 が 立案 され る とい う具合 に （pp ．80− 81）。

　第 4 の 教訓 は
，

「戦略 的機動性 の 強化 」に ある。ペ ン タ ゴ ン は ， 湾岸作 戦 で

の 部隊 ・
装備 の 移 動は概ね 成功 した と考えた 。 た だ ， 今後 ，

「
類似大 の 地域紛

争 をふ たつ 同時に 戦 うに は ， 湾岸戦争で 露呈 した 兵站上 の 欠陥 を矯正 すべ き

だ 」 と戦略家た ちは 主張す る。 主戦場 を欧州正 面か ら 「地球 を半周 す る 」 第

三世 界 に 移 し，

「
新 しい 重点 をカバ ー

す る」するに は ，
こ れ は死 活的意味 を帯

び て くる 。 幸い
， 湾岸作戦 で は ， 米軍は 冷戦後 も堅 持す る

「大輸送船 団 ・輸

送機 部隊 」とチ ャ
ー

タ
ー 便 を動員 し， 本国と欧 州駐 留 の 兵力 54万 人 を記録 的

な時間で移動 した 。 しか し ， そ の 記録 に も条件 が ある 。 イ ラクは
一

度 も兵站

作戦 を攻撃 して い ない
。 派 遣軍 は ， サ ウ ジ ア ラ ビア で は 整備 の 済ん だ 米国規

格の 海 ・空軍施 設 を活用 した 。 石 油 もすべ て サ ウ ジ が 提供 した 。 こ の 割引条

件を考慮す る と ， よ り大規模 な輸 送 能力が 不 可欠に なるが ， 議会 は ， 新 兵器

開発 に は 熱心 で も兵站 は 二 の 次 に な る （pp．82− 85）。

　（9）だが ，
い か に重大 な教 訓 で も ， 米 軍 の 指 針 とな る 「新 戦 略 」 その もの に

抵触す る教訓 は ， 敢 えて 避け た 。 と くに ， （a）軍事的勝 利が 必ず し も政 治的解

決に な らない こ と， （b）米 国の 海外軍事計画 が 同盟 国に 強 く依 存す る こ と ， （c）

作戦 環境 の 特殊 性 ゆ え湾岸作戦 は将 来紛争 モ デ ル に な り難 い こ と ， こ の 三 点

は看過 で きない （p．85）。

　
「
砂漠の 嵐」 作戦は ，

「
第 2次大戦後の 最大級の 軍事介 入 」 で は あ っ て も，

厂
フ セ イ ン 独 裁 政権 の 転 覆 」 や 「法 の 支配 が ジ ャ ン グル の 掟 に と っ て 代 わ る

世 界 」 を もた ら した りは して い ない
。 こ の 事実 か ら見れば， む しろ

「力の 行

使だ け で は 『新 しい 世 界秩 序 』 を樹立 した り， 根深 い 民族 ・宗教
・社 会経 済

的対 立 を解決 した りする こ とは で きな い 」 とい う， こ の 教 えこ そ ， 湾岸戦争

か ら学ぶ べ き最 重要 な教 訓 で ない の か ？　 しか るに ， 当初 は 軍事力行使 に か

け る政 治 目的 を 「比較 的に 穏 当 な もの に 抑制 した 」 ブ ッ シ ュ 政 権は ，

「
両 国の

非難 が 激 昂す る に つ れ ， 政権 の 転覆 な ど過激 な政治 目的に も言及 した 」。
「
湾
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岸作戦 に便 乗 した形 の 軍 事 力 へ の 期 待 が
，

い か に雑 多 な政 治 目標 で も
一

挙 に

達成 して くれ る と い う過 大評価 を反映 し， ます ます手 の 込 ん だ もの に 膨 らん

で い っ た 」 （pp．85− 88）。

　それ で い て ， 世 論 が 気 に な るブ ッ シ ュ 政 権 は夥 しい 米 兵 の 血 を流す イ ラ ク

領 内の 地上戦 まで覚 悟す る状況に ない
。 か くて ， イ ラ ク内に 反 フ セ イ ン 暴動

が 起 こ るこ とを期待す る ， ブ ッ シ ュ 発 言を真に 受け た 南部 シ
ー

ア 派住民 と北

部 クル ド人 が
， 米軍 の 救援が ある もの と信 じて 武 装 蜂起 した際 ア メ リカ は

熾 烈 な内戦 に 巻 き込 まれ るの を恐 れて 動か なか っ た 。 米 国政府の 期待 に 応え

た シ ー
ア派 住 民 と クル ド人 に対す る ， フ セ イン 警護 隊 の 畜 殺行為 を静観 した

の だ （p．87）。

　第 2 は ，

『
砂漠の 嵐』作戦 の

「本 当の 教訓 は ， 同盟 関係 が 決定的か もしれな

い
」 こ とだ 。

　 な るほ ど
「合衆 国は戦 闘の 矢面 に 立 ち， 合 同作戦 の 兵站 で も重責の 大 半 を

担 っ た 」 。 だ が ， 他の 諸国の 支援な しに 作戦行動が で きなか っ た の も事実 で あ

る。 米 軍 当局 は そ れ を知 りなが ら ，

厂
ア メ リカづ くしの 作戦 とい う印象 を広め

る」 こ とで ， 今後 も ， 湾岸なみ の 大規模地 域戦争 に 同時 に ， 米国単独 で も勝

利で きる 戦力 の 堅 持が 必要だ とい う自説を補強 しよ うとす る 。 とこ ろが
， 何

よ り重要 な こ とは ， 聖 地 の あ る
「
サ ウ ジの 国王 が ， 自国の 防衛 に と米 軍部隊

を
『
招 き入 れ る』 決 断 を下 し」， 西 側

「植 民 地 だ っ た 同 胞 国 イラ ク」 に対す る

実質 ， 旧 宗主国側 の 軍事攻撃 を容認 す る
「
お墨 付 きを与 え た こ と」 だ っ た 。

それ ゆ え ，
エ ジ プ トと シ リア の 部隊 派遣 は と くに 重要 な政 治的意 味 を持 ち，

ア ラブ世 界 で サ ダ ム ・フ セ イン を孤 立 させ ，

「
砂漠の 嵐 」 作戦 を正 当化 しえた

の で あ る （pp．89− 90）。

　 第 3 は ， 稀 有 な状 況 の 入 り組 ん だ 湾岸戦 争
「
モ デ ル 」 が 第三 世 界 で 将来繰

り返 され る見込み は な い こ とだ 。

　 ア メ リカ 側は ，

「計 り知れ な い 技術 的優位 に た ち」， イ ラ ク軍 を圧 倒 する兵

力 を動貝 し，

「サ ウ ジ に 建設済み の 兵站 施設 」 を活用 で き， そ の うえ， イ ラ ク
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戦 の 戦 場 は ，

「
空軍 力 ・精 密誘 導兵 器

・高速装 甲車両 」 な どの 装備 特性 を発揮

す るの に 願 っ て もな い よ うな ，

「人 口希薄 で 乾燥 した ア ラ ビ ア 砂漠 」 と い う地

形 に 恵まれ た 。 これ に対 し， イ ラ ク陸軍が い か に 強大 で あろ うと ，

「ハ イテ ク

武装 国 と
一

戦交 え る状 況 に は な か っ た し1 ，

パ レ ス チナ 問題 な どで 不満 を抱 く

各種 グル ー プ か らの 支援 は あ っ た もの の
，

「
肩 を並べ る 同盟 国 は なか っ た 」。

「国内統 治で は 見事な政略 を発揮 す るサ ダム
・

フ セ イ ン も現代 ハ イテ ク戦 争

に は 無理 解 も甚だ し く， 戦 略 的過 ち を犯 し続 けた 」。
「彼 は バ グダ ッ ドの 権 力

機構 は 掌握 して い た もの の
， 国民の 多 くが 忠誠 を誓 っ て い た わ けで な く， ク

ウ ェ
ー ト戦の 最 中で さ え」， 国内で の 叛乱 の 恐れか ら， イ ラ クは

「全 軍 を外 敵

同盟 軍 との 戦 闘に 投入 で きなか っ た」 （pp ．90− 92）。

　 こ こ か ら引 き出すべ き教訓は ，

「
将 来の 敵 もフ セ イン 流の 破 滅的過 ち を繰 り

返 す と仮 定す る の は 全 く非現実 的」 で あ り， む しろ ，

厂ハ イテ ク分 野 で 米 国に

太刀打 ちで きな い と な れ ば ， 敵は こ れ に対 し ，
ゲ リラ戦や テ ロ な ど 『非正 規

型』 の 戦争 に 訴 え るか もしれ な い 」 こ とで なけ れ．ば な らない （p．92− 93）。 ソ

マ リアや ボ ス ニ ア の 事態の 後に くる もの を懸念 して ク レ アが こ れ を書 い た の

は 1994年 の こ とで あ る 。 チ ャ ル マ
ー ズ ・ジ ョ ン ソ ン は 1999年 にや は り，

「21

世紀 に は ， 過 去数 十年 間の 帝国主義の 無謀 な行為が 原因 で
， 無 辜の 人々 が 予

期せ ぬ 報復 を受 け る こ とに な る 」 と警告 を して い た
2°

。 もちろん ， 米 軍 内部 に

こ の こ と を懸念す る専 門家 もい るに は い た の だ が （p．93）。

　（11）とこ ろが
，

「ペ ン タゴ ン 上層部が 湾岸作戦か ら選 りす ぐっ た 教訓の 売込み

に 余 念 が なか っ た 最 中で さえ ， 軍事戦略家た ちの ほ うは， 現状 に は 目も くれ

ず ，
21世 紀 の ア メ リカ 軍事 機構 の 設計 に 走 り出 して お り」，

「本 当の 教訓」 な

どは
「全 く念頭 に なか っ た 」。 それ は ，

「
全地 球 を カバ ー す る最新 航空宇宙 シ

ス テ ム
・先端通常兵器 の 高性能破壊 力 ・猛 ス ピ ー ドの 新鋭 通信 シ ス テ ム 」 と

い っ た ， チ ェ イニ
ー 長 官が 「軍事 技術 革命 」 と呼ぶ 諸要素 を結合 して ，

「あ ま

り現代技術の 祝福 を受 けて い な い 敵 な らどん な相 手 も瞬時 に 打 ち破 る こ との

で き る ， 強 力 で敏捷性 の 高い 軍事機 構」 をつ くろ うと模 索 して い た （pp．93一
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95）。

　こ の 間 ， 検討 の
一

焦点 とな っ た の は ， 元来 ，
ワ ル シ ャ ワ機構 軍 を念頭 に 開

発 され た 陸軍の エ ア ・ラン ド・バ トル ・ ドク トリン （ABD ）の 現 代化 ・柔軟

化 の 試 み で ，

「
人 工 衛 星 ・空中監 視機 ・電子 盗聴装置 ・ コ ン ピ ュ

ー タ化 さ れ た

指令セ ン タ
ー

」 な どの 支援 を受け た 指 揮官 が
，

「奇襲側面攻撃 突然 の針 路変

更 ・夜間作戦 ・敵部隊 を分 散 させ 反撃 を封 じる後方攻撃な ど」 に 熟達す る よ

う求め られ ， 下 級指揮 官 も，

「機会 を逸す る こ とな く攻撃の 勢い や テ ン ポ を機

敏 に 切 り替 え」，

「
敵陣の 防御 を可 能 な限 り深 く， 急速か つ 同 時 に破壊 す る」

な ど ，

「積極 的に イニ シア テ ィ ブ を発揮 す るこ と」が 期待 され て い る。
こ うし

た 「新 た な戦 闘環 境 」 を特徴づ け よ うと， 件 の 戦略 家 た ちは
「
脱工 業化 時代

の 戦場 post −industrial　battlefield」 の 述語 ま で 用 意 した （pp．93− 95）。

　 か か る戦場 に は 以前の イ メ
ー ジ の

「前線」 は 存在せ ず ， 戦 い は ， 戦闘地 域

内の い た る所 ， その 上 空 ， 電子 戦や ハ イテ ク監視装 置や 瞬 間的通信 網 の
「
サ

イバ ー
ス ペ ー

ス 」 の 内部 で
「
ば らば らに起 こ る」 こ とに なる （p．95）。

　新戦場に は ，

「政治介入 の 余地 な く， 部 隊 も一 地点 に逗留す る必要 は な い し，

差 しで か
， 窓越 しに 襲 い か か る民族 主義に 燃 え た 戦士 もい ない 」 。

「
現 れ る の

は ， 敵部隊の 存在 を示 す画面上の 表示 だ けで
， そ れ も遠 くの 操作員 が 自動照

準 の 遠 隔操作兵器 で 『消去 』 で き ， 自分 の 行 為 の 血生臭 い 結果 を決 して 目撃

す る こ と もな い 」。 こ の 戦場 イ メ
ー

ジ は ，

「
火 力 とハ イテ クの ア メ リカ優 位 を

売 り出す
一

方 ， 味方兵士 の 死傷 を最小 限に抑 え よ うとす る軍部 に は 打 っ て つ

け だ っ た 」。 その 意味 で
「脱工 業化時代の 戦場」 は ，

「ペ ン タゴ ン が 湾岸作戦

か ら引 き出そ うと した 教訓すべ て を蒸 留 した エ キス を表 して お り」， 逆 に 敬 遠

した が っ た
「
本当の 教訓」 をすべ て 締め 出して ある （p．　96）。

　 た だ ，

「
こ の 戦場 に は誰が み て も現実 味が なか っ た 」。 だか らとい っ て

，

「米

軍に は お よ そ考 えつ く全 タ イプ の 湾岸作 戦に 向け た戦 闘準備 が 不可 欠に な る

と ， 国防総省が 想定す る妨 げに は な っ て い な い 」。
ペ ン タ ゴ ン 首脳 は

，

「そ う

した 流儀 で 押 し通 し， 巨大で 多岐 に わ た る軍 備の 堅 持 と， 湾岸作戦 で使 用 さ
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れ た もの と同種 の 実 に 多様 な ハ イテ ク兵 器 の 調達予 算の 継 続 （増 額 さ え）を

正 当化す る」。
い ずれ に しろ ，

「
彼 らの 至 上 の 課 題 それ に彼 らの 最大 の 成 功

も， 議会 とア メ リカ 国民に ，
ペ ン タ ゴ ン の 仮説に は 正 当性 が あ る と うま く納

得 させ る こ とに あ っ た」 （p．　96）。

17
近 年 の CIA 推 計 で は イ ラ ク人 口 2 ，

200万 人 中， クル ド人 が 10〜20％ ， シ
ー

ア 派 が

60〜65％ 占め る と い う。See，
　Litwak

，
　p．124．

，B　82〜88 年 の 援助 に は 米国産食料購入用の 政府保証信 用 ， トラ ッ クや コ ン ピ ュ
ー

タ な ど

表 向 きは 民生用 なが ら軍事 利用可能な製 品販売の ほ か ，米 国政 府は 隠密裏に極秘 イラ ン

軍 情報 を流 し， 戦術面 で イラ クを助け た 。欧州 同盟 国に は 多様 な ハ イ テ ク兵器 を売 る よ

う督促 し， 中東 諸国に は米国製兵器 をイラ ク引渡 しと交換 に 新兵器 を補充す る と約束し

た 。Klare，　p．46．

ig　Klare，　p．77，

2°
ジ ョ ン ソ ン

『アメ リカ帝国』 55 頁。Johnson，　Blowback，　p，133．

【V 】残 さ れ た課題

　（1）以上 ， 小論 は
，

ク レ ア に 即 して
，

ア メ リカ とそ の 同盟 軍 の 1991年湾岸戦

争前後 におけ る
厂無頼 国家政 策」 の 登場過程 と その 前史 を跡づ け て きた 。 見

て き た よ うに
， ク レ ア の

「無頼 国家政 策 」 観 は極 め て 明快 で ，

ペ ン タ ゴ ン に

対 し， 歯 に 衣 を着せ ない 批判的 な ス タ ン ス を通 して い るが ， その 際 ， 国防総

省刊行 資料 や 責任 ある 国防総省や 国務 省幹部の 発言 な ど語 らせ る と い う手堅

い 手 法 に 努 め よ うと した 。

　 クレ ア は結論 的 に
，

ア メ リカ合 衆国が
， 相手 に 求め るだ け で な く， 自身に

も課 す よ うな核 そ の 他 の WMD の 廃絶や 削減 に 向け た 積極的 な軍縮 イニ シ

ア テ ィ ブ を発 揮 す る よ う， 安全保 障戦略の 基本 姿勢 を転換 し， また ， 米軍 を

重武装 の 冷 戦規模維 持の 編成 か ら， 危機管理的 活動や 平和 維持 ・執行 活動 に

従事 す る ， ど ち らか とい え ば小 規模 ・軽 武 装型 の 部 隊 へ の 編成替 えす る よ う
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求め て い る （pp ．229 − 230）。
こ の ラデ ィ カル な提案 を支 え るの が

， 小論 で 見

て きた 現代 の 国際関係 認 識に か か わ る
「
無頼国家戦略」 の 評価 ， すなわ ち ，

それ が
，

旧 ソ連 に 代 わ る
「新 た な敵 を求 め て 」 作為 的 に構 築 さ れ た 「戦 略 」

が あ り， イラ クの クウ ェ
ー ト侵攻が それ を正 当化す る絶 好 の 根 拠 と され た と

す る見地 に ほ か な らない
。

　 こ うした ク レ ア の
厂無 頼国家戦略」 観 に た い し， リ トウ ォ クの 場合 は ， 先

に紹介 した通 り， イラ ク ， イ ラ ン
， 北朝鮮，

りビ ア な ど を十 把 ひ と か らげ に

悪魔呼ば わ りして 米 軍の 冷戦期なみ の 戦力構成 を堅持 しよ うとす る
厂無頼 国

家戦 略 」 に は手厳 しい 批 判 を浴 びせ るが
，

こ れ ら懸 念対象 の 個 々 の 諸 国に 対

し， それ ぞれの 特殊事情 をよ くわ きま えた ，

「
識別 され た 封 じ込 め 戦 略」の 必

要 を説 くこ と で ク レ ア とは 明確に 主張が 異な っ て い る 。 米 軍の 戦力構 成 の あ

り方 も， こ れ らの 諸 国 との 諸関係の 発 展 い か ん に依 存す る とい う立 場 を と っ

て い て
， クレ ア の よ うな

「
小規模 ・軽武装」 の 米軍像 は描 い て い な い

。 そ の

背景 の ひ とつ に は ， 北朝鮮 に よ る 1998年の 長 距 離 ミサ イル 発射や 近 年 の 台湾

海峡 の 緊張 とい う， ク レ ア の 著 作刊 行 後 に発 生 した事 態 を ど う受 け とめ るか

とい う問題 が あ る 。 ち ょ うど ， イ ラ クの クウ ェ
ー

ト侵 攻が 無頼 国家政策 を正

当化 す る絶好 の
「根 拠 」 と な っ た ように ， テ ポ ドン 騒 ぎや 台湾海 峡 の 緊張が

ミサ イル 防衛論議 を再燃 させ る
一

契機 とな っ た こ とは 否め ない
。

こ の MD 論

議 の 妥当性 を見極 め た い とい う意 図が リ トウォ クに あ るの だ ろ う。 ほ か に も

国際的な拡散 防止体 制の 実効性 に か ん す る評価の 違い が 絡む ス タ ン ス の 違い

もあ る 。

　 リ トウ ォ クの 見地か らす る と， クレ アの 立場 は 「ペ ン タゴ ン が 冷戦期 なみ

の 軍事支 出 を正 当化す るた め 『無頼 国家』 の 脅威 を煽 る 」 と い う説 に 見 えて

くる 。

「
ク リン トン 政権 の

『無頼国家戦 略 』 の 実効性 をど ん なに 酷評 す る人 々

が い るに して も， （キ ュ
ー バ の 場合 を除 けば）そ うした 政権 の 悪魔呼 ば わ りの

裏に は ， 当該諸 匡1に よる無 関心 で は済 まされ ない よ うな対 外行動 とい う実在

的 な根拠が あ る」 と い うわ けだ
21

。
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　 こ の 点 に つ い て は ， 小 論 で 跡づ け た よ うに ， クレ ア は ，

「
幸運 な こ とに ， 1980

年代に は ， 大規模 な軍備 をもち ， 隣接す る弱体 な諸国を支配 した が る新種 の

地 域大 国が 第三世 界 に 登 場 して き た 」 （pp．15− 16）， とか ，

「必要 な こ と とい え

ば ， 開発 した新 ドク トリン の 威 力に 脚 光 を浴 びせ ， その 結果 ， 平和 の 配 当 を

求 め る議会 ハ ト派に ， 米軍削減 の 全 面攻撃 に 出 るの は まず い と思 い と どま ら

せ て くれ る ， しか るべ き 『悪魔 』
一

特定国の 特定支配者の こ と だ が
一

の 登場

を待 つ だ け で あ っ た 」 （pp．27− 28）と述 べ つ つ
，

厂
フ セ イン 政権下 の イ ラ ク」

の よ うな 「第三世 界の 新興軍事大 国」 とい う実体的
「
悪魔」 の 登 場が な け れ

ば
「無頼 国家 」規定 は 成 り立 た なか っ た こ と を説 い て い る 。 当然の ご と く「火

の ない とこ ろ に 煙 は 出な い 」 こ とは 認 め て い るが ， そ れ で もス タ ン ス の 相 違

は残 る 。

　た だ
，

こ の 相違 の 意味 を吟味す る に は ，

「無頼 国家戦略 」の 登場 と い う段 階

で は ， まだ 機が 熟 して い ない
。

　   ブ ッ シ ュ 政権 は 湾岸作戦 に は勝利 した が ， 周知の ように 1992年秋 の 大統

領選挙 で 「経済再建」 を掲 げ る ク リン トン に 再選 を阻 まれ る 。
ブ ッ シ ュ 政権

の
「新戦略 」 は ， 野党 時代 の 民主 党 の 有 力議員 と して 下 院軍事 委貝会 委員長

を務め ， 政権 入 りして 新 国防長 官 とな っ た レ ス ・ア ス ピ ン の もとで ， 根本的

な見直 し Bottom−Up 　Review の 対象 と な る 。 それ に ， ク リン トン 政権下 で は ，

北朝鮮 の 核 問題 と WMD 問題 が 先鋭化 し， あ る い は イラン の 穏健 派 ハ タ ミ大

統領の 誕生 とい う， ア メ リカ の
「無頼 国家政策 」 を揺 る が す新 た な安 全保障

上 の 環 境変化 が お こ る 。

　 それ では ， ク リン トン 政権 の 登場 と
， 国際的な安全保 障環境 の 変化 に 伴 い

，

ア メ リカの
「無頼 国家政 策」 は どの よ うな新展 開 を見せ る の か ， 稿 を改め て

跡づ け るこ とに しよ う。

21Litwak
，　Rogue 　States，　pp．7，16．

（2002年 1 月 28 日脱稿 ）
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